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初
春
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん

で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
所
長
梶
田
隆

章
氏
の
埼
玉
県
出
身
者
と
し
て
初
め
て

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
や
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
日
本
が
強
豪
南
ア
フ
リ

カ
を
破
る
大
金
星
を
挙
げ
る
な
ど
、
科

学
、
ス
ポ
ー
ツ
の
面
で
は
明
る
い
話
題

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
一
方
、
海
外

で
は
パ
リ
の
同
時
テ
ロ
や
ト
ル
コ
の
自

爆
テ
ロ
、
ロ
シ

ア
航
空
機
の
撃

墜
な
ど
に
よ
り

多
数
の
犠
牲
者

が
出
る
な
ど
、

テ
ロ
の
脅
威
が

世
界
的
に
拡
散

す
る
多
難
な
年

で
も
あ
り
ま
し

た
。産

業
面
で
は
、

Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
の
先
端

技
術
に
関
す
る

記
事
・
情
報
が
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
せ
、

こ
れ
ら
の
技
術
は
先
端
産
業
の
一
部
に

と
ど
ま
ら
ず
、
広
範
な
産
業
で
導
入
す

る
動
き
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
さ

に
こ
う
し
た
先
端
技
術
へ
の
取
り
組
み

が
今
後
の
企
業
競
争
力
を
左
右
す
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

企
業
経
営
面
で
は
、
海
外
で
数
兆
円

か
ら
一
〇
兆
円
を
超
え
る
巨
額
Ｍ
＆
Ａ

取
引
が
次
々
と
実
現
、
国
内
で
も
買
収

規
模
が
数
千
億
円
を
超
え
る
海
外
企
業

買
収
や
国
内
大
手
企
業
同
士
の
経
営
統

合
発
表
が
相
次
ぐ
な
ど
、
世
界
の
ビ
ッ

グ
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
下

で
の
生
き
残
り
を
か
け
た
激
烈
な
競
争

が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
的
な
自
動
車
メ
ー
カ
ー

や
日
本
を
代
表
す
る
総
合
電
機
メ
ー
カ

ー
な
ど
、
国
内
外
で
企
業
不
祥
事
が
相

次
ぎ
、
企
業
倫
理
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
足
元
の
経
済
情
勢
に
目
を
転

じ
ま
す
と
、
平
成
二
七
年
度
七
―
九
月

期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
第
二
次
速
報
値
）

は
年
率
一
・
〇
％
と
、
2
四
半
期
振
り

の
プ
ラ
ス
成
長
と
な
っ
た
も
の
の
、
プ

ラ
ス
成
長
の
実
感
は
乏
し
く
、
消
費
や

輸
出
の
回
復
力
は
弱
く
、
今
後
の
生
産

回
復
に
も
不
透
明
感
が
漂
い
景
気
は
足

踏
み
状
態
が
続
い
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
平
成
二
八

年
度
の
日
本
経
済
を
展
望
い
た
し
ま
す

と
、
主
要
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
最
新
の
予

測
に
よ
る
と
、
輸
出
や
設
備
投
資
の
持

ち
直
し
や
好
調
な
企
業
業
績
、
雇
用
情

勢
の
改
善
等
か
ら
、
実
質
経
済
成
長
率

は
平
成
二
七
年
度
の
一
％
程
度
か
ら
一

％
半
ば
へ
と
回
復
軌
道
に
乗
る
と
予
測

し
て
い
る
も
の
の
、
中
国
経
済
や
新
興

国
経
済
の
減
速
、
さ
ら
に
は
米
国
金
利

引
き
上
げ
に
よ
る
円
相
場
や
株
式
市
場

へ
の
影
響
等
を
考
慮
す
る
と
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
下
、
今
後
の
企
業
経

営
を
考
え
る
上
で
、
二
点
所
感
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
一
点
目
は
「
不
確
実
性
へ
の

対
応
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
十
一
月
頃
よ
り
、
安
倍
首
相
並

び
に
主
要
経
済
閣
僚
が
企
業
に
対
し
積

極
的
な
設
備
投
資
を
促
し
て
い
ま
す
。

企
業
サ
イ
ド
か
ら
す
る
と
、
低
い
国
内

の
期
待
成
長
率
、
不
確
実
性
の
高
い
事

業
環
境
等
を
踏
ま
え
る
と
、
設
備
投
資

に
慎
重
と
な
る
の
は
や
む
を
え
な
い
面

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
、
経
営
者
が

今
後
の
事
業
戦
略
策
定
の
際
に
必
ず
口

に
す
る
「
不
確
実
性
が
高
い
」
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
不
確
実
性
が
高
い
」
と
い
う
こ
と

は
、
い
ま
さ
ら
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な

く
、
リ
ア
ル
・
オ
プ
シ
ョ
ン
の
考
え
方

に
基
づ
け
ば
、
不
確
実
性
が
高
い
ほ
ど
、

オ
プ
シ
ョ
ン
価
値
が
増
大
す
る
こ
と
で

あ
り
、
す
な
わ
ち
、
大
き
な
下
振
れ
の

リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
が
、
逆
に
大
き
な

上
振
れ
の
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
の
著
名
な
思
想
家
、
ア
ラ

ン
は
「
楽
観
主
義
は
意
思
に
属
し
、
悲

観
主
義
は
気
分
に
属
す
る
」
と
い
う
大

変
有
名
な
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
が
、

経
営
者
は
、
失
わ
れ
た
二
〇
年
と
い
う

大
変
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
、
企
業

の
存
続
を
か
け
て
「
石
橋
を
叩
い
て
渡

る
」
と
い
う
経
営
姿
勢
に
徹
し
て
き
た

経
営
者
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
経
営
環
境
の
変
化

が
常
態
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
、「
も
う

少
し
待
ち
た
い
」、「
将
来
が
不
安
だ
か

ら
挑
戦
し
な
い
」、「
変
化
が
速
い
か
ら

つ
い
て
い
け
な
い
」と
い
う
よ
う
な「
不

確
実
性
�
リ
ス
ク
」
と
捉
え
た
経
営
だ

け
で
は
、
自
社
を
新
た
な
成
長
に
導
く

チ
ャ
ン
ス
を
失
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り

か
ね
ま
せ
ん
。
い
ま
こ
そ
、
経
営
マ
イ

ン
ド
を
リ
セ
ッ
ト
し
、「
未
来
が
わ
か

ら
な
い
か
ら
こ
そ
可
能
性
が
あ
る
」、

「
変
化
が
激
し
い
か
ら
こ
そ
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
」
と
い
う
「
不
確
実
性
�
チ
ャ

ン
ス
」
と
い
う
視
点
を
是
非
と
も
経
営

に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

世
の
中
に
は
�
絶
対
確
実
�
と
い
う

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
確
か
に
「
未
来

が
わ
か
ら
な
い
こ
と
」、「
変
化
が
激
し

い
こ
と
」
は
「
リ
ス
ク
」
と
捉
え
が
ち

で
す
が
、
自
社
の
競
争
力
を
高
め
る
た

め
に
、
こ
れ
を
「
チ
ャ
ン
ス
」
と
捉
え
、

経
営
に
あ
た
る
こ
と
も
重
要
な
よ
う
な

気
が
い
た
し
ま
す
。
現
状
を
維
持
し
て

い
る
限
り
、「
昨
日
と
違
う
明
日
」
は

や
っ
て
き
ま
せ
ん
。
経
営
に
と
っ
て
重

要
な
の
は
「
未
来
の
不
安
」
に
慄
く
の

で
は
な
く
、「
未
来
に
つ
な
が
る
い
ま
」

に
挑
戦
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

二
点
目
は「
実
行
力
」に
つ
い
て
で
す
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
日
本
企
業
は
、
現

場
を
機
軸
に
し
た
す
ぐ
れ
た
体
質
で
世

界
と
戦
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
世
界
に

誇
る
現
場
の
底
力
、い
わ
ば�
実
行
力
�
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平成27年度
秋季西部地区
協 議 会
『『
セセ
ココ
ムム
がが
考考
ええ
るる��
日日
本本
のの
未未
来来
��をを
体体
験験
すす

るる
』』をを
テテ
ーー
ママ
にに
ＡＡ
ＬＬ
ＬＬ

ＳＳ
ＥＥ
ＣＣ
ＯＯ
ＭＭ
ＡＡ

シシ
ョョ
ーー
ルル
ーー
ムム
ＭＭ
ＩＩ
ＲＲ
ＡＡ
ＩＩ
視視
察察
会会
をを
開開
催催

が
日
本
企
業
を
支
え
、
日
本
と
い
う
国

の
繁
栄
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
こ

と
は
事
実
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
な
ど
、
日
本
の

も
の
づ
く
り
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争

で
の
敗
退
を
通
じ
て
、
い
つ
の
間
に
か

日
本
企
業
の
特
質
で
あ
っ
た
実
行
力
が

劣
化
し
て
き
て
お
り
、
こ
の
再
構
築
が

企
業
経
営
上
、
極
め
て
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
実
行
力
の
再
構
築
に
向
け
て
、

経
営
者
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、「
あ

れ
も
ダ
メ
、
こ
れ
も
ダ
メ
」
と
い
う
よ

う
に
現
状
を
、
そ
し
て
周
囲
を
批
判
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
が
今
後
の
夢

を
語
り
、
そ
し
て
そ
の
実
現
に
向
け
て

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
決
断
し
、
そ
し

て
特
に
重
要
な
こ
と
は
、�
実
行
し
て

い
く
�
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

昔
、
イ
ン
テ
ル
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
だ
っ
た
ア

ン
デ
ィ
・
グ
ロ
ー
ブ
が
言
っ
て
い
た
言

葉
に
「
多
く
の
企
業
が
失
敗
す
る
の
は
、

間
違
っ
た
決
断
を
し
た
か
ら
で
は
な
く

て
、
決
断
に
対
し
て
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

が
足
り
な
か
っ
た
か
ら
だ
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。

経
営
の
意
思
決
定
に
一
〇
〇
％
と
い

う
こ
と
は
な
く
、
算
数
の
問
題
の
よ
う

に
必
ず
し
も
一
つ
の
正
解
が
あ
る
わ
け

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
意
思
決
定

の
た
め
に
必
要
な
情
報
が
す
べ
て
集
ま

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

経
営
環
境
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が

益
々
高
ま
っ
て
い
る
現
在
、
多
く
の
情

報
を
何
度
も
集
め
て
、
議
論
を
深
め
、

緻
密
な
戦
略
策
定
に
多
く
の
労
力
を
割

く
の
で
は
な
く
、
戦
略
は
仮
説
で
あ
り
、

戦
略
と
実
行
の
ウ
ェ
イ
ト
は
「
戦
略
2

割
�
実
行
8
割
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
と
い
う
こ

と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、�
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た

り
前
に
で
き
る
�
組
織
と
し
て
の
実
行

力
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

社
員
に
「
実
行
と
は
」
と
問
う
と
、

「Do

」
で
は
な
く
「Penetrate

」、
す

な
わ
ち
、
や
り
き
る
と
か
や
り
ぬ
く
と

答
え
る
、
こ
ん
な
会
社
が
真
に
実
行
力

の
あ
る
会
社
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
会
の
事
業
運
営
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

も
経
営
者
向
け
の
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、

特
別
セ
ミ
ナ
ー
等
に
加
え
、
各
種
委
員

会
・
研
究
会
活
動
な
ど
、
そ
の
内
容
を

充
実
・
強
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
加

え
て
、
科
学
の
甲
子
園
埼
玉
県
大
会
へ

の
協
賛
な
ど
の
新
た
な
事
業
に
も
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏

に
会
員
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力

の
賜
物
で
あ
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

本
年
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
、
総

合
経
済
団
体
と
し
て
の
機
能
・
役
割
を

充
実
さ
せ
、
会
員
の
皆
様
に
少
し
で
も

お
役
に
立
つ
事
業
の
企
画
・
運
営
を
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
事
業
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
、

年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

セ
コ
ム
は
、
一
九
六
二
年
に
日
本
初

の
警
備
保
障
会
社
と
し
て
創
業
、
そ
の

後
、日
本
の
社
会
が
高
度
化
・
情
報
化
・

国
際
化
を
始
め
た
時
代
の
一
九
八
九
年
、

同
社
は
「
社
会
シ
ス
テ
ム
産
業
」
の
構

築
を
宣
言
し
、
以
降
�
Ａ
Ｌ
Ｌ

Ｓ
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
�
で
「
社
会
シ
ス
テ
ム
産
業
」

を
加
速
さ
せ
る
べ
く
先
進
的
・
革
新
的

な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
は
今
後
、
経
済
も
社
会
も
大
き
く

変
貌
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
セ

コ
ム
グ
ル
ー
プ
は
、
社
会
の
課
題
で
あ

る
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」「
災
害
・
Ｂ
Ｃ

Ｐ
・
環
境
」「
超
高
齢
社
会
」
の
三
つ

の
分
野
で
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
や
新
シ
ス

テ
ム
の
創
出
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。

十
一
月
五
日
開
催
の
平
成
二
七
年
度

秋
季
西
部
地
区
協
議
会
で
は
、先
進
的
・

革
新
的
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
セ

コ
ム
本
社
を
訪
問
し
、『
セ
コ
ム
が
考

え
る
�
日
本
の
未
来
�
を
体
験
す
る
』

と
題
し
て
、「
Ａ
Ｌ
Ｌ

Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ａ

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
視
察
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
視
察
会
終

了
後
は
、
同
社
幹
部
と
の
懇
親
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
な
お
、
本
視
察
会
に
は

二
十
五
名
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

目

次

頁

�
新
春
所
感

一

�
秋
季
地
区
協
議
会

（
西
部
・
北
部
・
南
部
）・
目
次

二

�
産
業
教
育
フ
ェ
ア

五

�
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

六

�
産
業
教
育
委
員
会

八

�
地
域
社
会
問
題
委
員
会

九

�
企
業
戦
略
研
究
会

九

�
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

十
一

�
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

十
一

�
女
子
高
校
生
の
働
き
続
け
る
意
欲
育
成

推
進
事
業（
熊
谷
女
子
高
校
）

十
一

�
も
の
つ
く
り
大
学
産
学
連
携
フ
ォ
ー

ラ
ム

十
三

�
働
く
女
性
応
援
講
座

十
三

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広

場

十
四

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ
十
五

�
謹
賀
新
年
（
誌
上
名
刺
交
換
会
）

一
六
〜
十
七

�
企
業
動
向
調
査

十
八
〜
二
〇

�
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ

二
一

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

二
二

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の
見
直
し
・

改
定
の
ポ
イ
ン
ト
／
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

労
働
法

二
三
〜
二
五

�
経
団
連
の
活
動
・
提
言
な
ど

二
六

�
事
業
だ
よ
り
、
自
分
の
中
の
他
人
、

広
告

二
七

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

二
八

開会挨拶をする満岡隆一議長

MIRAI 視察風景
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平成27年度
秋季北部地区
協 議 会

『『
本本
田田
技技
研研
工工
業業
㈱㈱

寄寄
居居
完完

成成
車車
工工
場場
視視
察察
会会
』』
をを
開開
催催

◇
視
察
概
要

・
ま
ず
、
西
部
地
区
協
議
会

満
岡
隆

一
議
長
（
ボ
ッ
シ
ュ
㈱
専
務
取
締
役

本
会
副
会
長
）
よ
り
開
会
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
後
、
セ
コ
ム
株
式
会
社

法
人
営
業
本
部
長

桑
原
靖
文
氏
か

ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

・
そ
の
後
、
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
を
見
学

し
た
。
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
は
三
つ
の
ゾ
ー

ン
に
分
か
れ
て
お
り
、
セ
コ
ム
グ
ル

ー
プ
の
軌
跡
や
事
業
概
要
に
つ
い
て
、

最
新
の
映
像
技
術
を
用
い
な
が
ら
紹

介
が
な
さ
れ
た
。

・
ゾ
ー
ン
一
で
は
、「
未
来
の
会
議
室
」

の
よ
う
な
空
間
の
中
で
、
巨
大
な
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
よ
う
な
机
上
映
像

を
見
な
が
ら
、
将
来
に
対
す
る
課
題

や
今
後
の
備
え
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。ま
た
ゾ
ー
ン
二
で
は
、三

面
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
連
動
さ
せ

た
セ
コ
ム
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
画
像

に
よ
っ
て
、
セ
コ
ム
グ
ル
ー
プ
の
サ

ー
ビ
ス
・
商
品
に
つ
い
て
説
明
が
あ

っ
た
。
最
後
に
ゾ
ー
ン
三
で
は
セ
コ

ム
を
支
え
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
制
、
人
材
、
技
術

力
に
つ
い
て
詳
し
い
紹
介
が
あ
っ
た
。

・
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
見
学
後

は
セ
コ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社
長
伊
藤
博
氏
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
現
代
社
会
を
取

り
巻
く
課
題
と
、
課
題
解
決
に
向
け

た
セ
コ
ム
グ
ル
ー
プ
の
取
組
等
に
関

す
る
紹
介
が
あ
っ
た
。
説
明
に
よ
る

と
、
セ
コ
ム
グ
ル
ー
プ
は
、
日
本
最

大
級
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し

な
が
ら
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
防
災
・

メ
デ
ィ
カ
ル
・
保
険
・
地
理
情
報
サ

ー
ビ
ス
・
情
報
通
信
・
不
動
産
の
七

つ
の
事
業
を
展
開
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
分
野
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
社
会

シ
ス
テ
ム
産
業
」
の
構
築
を
目
指
し

て
い
る
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
今
後

は
社
会
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
「
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
」「
災
害
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
・

環
境
」「
超
高
齢
社
会
」
の
3
つ
の

分
野
に
お
い
て
、
重
点
的
に
事
業
展

開
す
る
と
の
お
話
が
あ
っ
た
。

・
そ
の
後
、
会
場
を
移
し
、
セ
コ
ム
株

式
会
社
幹
部
と
の
懇
親
会
を
開
催
し

た
。
懇
親
会
で
は
名
刺
交
換
は
も
と

よ
り
、
情
報
交
換
が
盛
ん
に
行
わ
れ

る
様
子
が
見
ら
れ
、
盛
会
裏
に
終
了

し
た
。

十
一
月
二
十
日
開
催
の
平
成
二
七
年

度
秋
季
北
部
地
区
協
議
会
で
は
、
会
員

企
業
様
の
強
い
要
望
と
本
田
技
研
工
業

㈱
埼
玉
製
作
所
様
の
特
別
な
ご
厚
意
に

よ
り
、
寄
居
完
成
車
工
場
の
視
察
会
が

実
現
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
三
七

名
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
工
場
に
隣
接
す
る
ウ
ェ
ル
カ

ム
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
、
午
後
一
時
半

に
開
会
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
工
場
見
学

の
前
に
北
部
地
区
協
議
会
橋
元
健
議
長

（
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
㈱
取
締
役
副
社
長

本
会
副
会
長
）
か
ら
開
会
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。
次
に
、
本
田
技
研
工
業
株
式
会

社

埼
玉
製
作
所

寄
居
工
場

寄
居

総
務
グ
ル
ー
プ
主
幹

岡
明
男
氏
か
ら

約
三
十
分
に
わ
た
っ
て
、
寄
居
工
場
に

関
す
る
概
要
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
溶

接
工
程
と
組
立
工
程
を
見
学
。（
工
場

見
学
の
概
要
は
以
下
の
通
り
）
見
学
終

了
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
活
発
な
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

□
工
場
見
学
の
概
容

◇
溶
接
工
程

工
場
見
学
で
は
、
ま
ず
溶
接
棟
に
向

か
い
、
プ
レ
ス
ラ
イ
ン
で
成
型
し
た
各

部
分
の
鋼
板
を
車
体
に
組
み
上
げ
る
溶

接
工
程
」
を
見
学
し
た
。
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ヤ
ー
で
運
ば
れ
て
き
た
ボ
デ
ィ
を
ロ

ボ
ッ
ト
が
あ
っ
と
い
う
間
に
取
り
囲
み
、

火
花
を
四
方
八
方
に
散
ら
せ
て
溶
接
す

る
様
子
は
か
な
り
の
迫
力
で
あ
っ
た
。

寄
居
工
場
の
溶
接
工
程
の
主
な
特
徴

は
以
下
の
二
つ
。
一
つ
目
は
、
総
合
溶

接
工
程
を
二
つ
に
分
割
し
、
イ
ン
ナ
ー

総
合
溶
接
工
程
と
ス
マ
ー
ト
総
合
溶
接

の
コ
ン
パ
ク
ト
な
二
工
程
と
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
ボ
デ
ィ
を
組
み
上
げ
る
に

あ
た
っ
て
は
、
最
初
に
イ
ン
ナ
ー
フ
レ

ー
ム
の
骨
格
を
形
成
し
、
次
に
そ
の
周

囲
に
外
版
（
ア
ウ
タ
ー
パ
ネ
ル
）
を
貼

り
付
け
る
と
い
う
二
段
構
え
と
な
っ
た
。

こ
の
際
、
ス
ポ
ッ
ト
溶
接
部
分
を
増
や

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ボ
ル
ト
固
定
、
補

講演する セコム㈱ 代
表取締役社長伊藤博氏

開会挨拶をする
橋元健議長

ウェルカムセンター

寄居工場の概要を
説明する岡明男氏

工場見学に向かう参加者

名刺交換風景懇親会
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平成27年
秋季南部地区
協 議 会
『『
埼埼
玉玉
県県
産産
業業
技技
術術
総総
合合
セセ
ンン
タタ
ーー

（（
ＳＳ
ＡＡ
ＩＩ
ＴＴ
ＥＥ
ＣＣ
））視視
察察
会会
』』をを
開開
催催

強
溶
接
な
ど
の
後
工
程

を
削
減
し
、
コ
ス
ト
削

減
や
車
体
軽
量
化
を
図

っ
て
い
る
。

二
つ
目
は
ド
ア
の
外

側
の
鋼
板
と
内
側
の
鋼

板
を
接
合
す
る
「
ヘ
ミ

ン
グ
加
工
」
の
導
入
で

す
。
従
来
は
双
方
の
鋼

板
を
重
ね
大
型
プ
レ
ス

機
で
一
気
に
押
さ
え
つ
け
る
工
法
が
取

ら
れ
て
い
た
が
、
寄
居
工
場
で
は
ロ
ボ

ッ
ト
に
よ
り
、
人
が
指
先
で
封
筒
の
耳

を
閉
じ
る
よ
う
に
、
鋼
板
の
端
を
丁
寧

に
折
り
曲
げ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

電
力
消
費
の
大
き
い
大
型
プ
レ
ス
機
が

不
要
と
な
り
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

七
割
減
に
成
功
し
た
。

・
組
立
工
程
見
学

組
立
工
程
は
天
井
や
床
に
設
置
さ
れ

た
照
明
に
よ
っ
て
、
全
体
的
に
明
る
い

印
象
で
あ
っ
た
。
組
立
工
程
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
「
人
に
優
し
い
環
境
と
自
動
化

に
よ
る
高
効
率
生
産
」。こ
こ
で
は
サ
ス

ペ
ン
シ
ョ
ン
や
タ
イ
ヤ
の
取
り
付
け
を

行
う
が
、
重
さ
一
〇
㎏
以
上
の
部
品
の

取
り
付
け
は
補
助
装
置
を
使
う
こ
と
で
、

作
業
員
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

二
酸
化
炭
素
削
減
策
と
し
て
特
徴
的
な

の
は
、
空
調
装
置
の
改
良
が
あ
る
。
従

来
は
高
さ
十
一
メ
ー
ト
ル
あ
る
建
屋
全

体
を
温
度
管
理
し
て
い
た
が
、
空
調
の

吹
出
し
口
を
床
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

に
設
置
し
、
作
業
空
間
の
み
を
集
中
的

か
つ
効
率
的
に
温
度
調
節
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
年
間
二
三

六
〇
ト
ン
の
二
酸
化
炭
素
の
削
減
が
可

能
と
な
っ
た
。

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

（
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
は
、
地
域
企
業
を

技
術
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
に
、
埼
玉

県
が
設
置
す
る
公
設
試
験
研
究
機
関
で

製
品
製
造
や
技
術
開
発
に
必
要
な
原
材

料
、
製
品
の
分
析
及
び
測
定
、
デ
ー
タ

測
定
す
る
た
め
精
密
測
定
器
、
電
波
暗

室
、
電
子
顕
微
鏡
等
の
各
種
施
設
の
利

用
、
県
内
企
業
の
技
術
力
強
化
の
た
め

独
自
の
技
術
開
発
や
、
企
業
の
依
頼
に

も
と
づ
い
た
受
託
研
究
を
行
う
な
ど
、

幅
広
い
技
術
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
七
年
秋
季
南
部
地
区
協
議
会

で
は
、
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
各
種
支
援
機

能
や
最
新

の
研
究
成

果
を
学
ぶ

と
と
も
に

施
設
・
設

備
内
容
の

見
学
を
目

的
に
、
視

察
会
を
実

施
し
ま
し

た
。
な
お
、

当
日
は
二

十
人
の

方
々
に
ご

参
加
い
た

だ
き
ま
し

た
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

一

開
会
挨
拶

南
部
地
区
協
議
会

牛
窪

啓
詞

議
長
（
株
式
会
社
愛

工
舎
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

本
会
副
会
長
）

二

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
概
要
説
明

産

業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ

ー
長
鈴
木

康
之

氏

三

施
設
見
学
会

高
橋

利
男

技

術
支
援
室
長
、細
野

光
弘

企
画
・

総
務
室
副
室
長

四

事
例
発
表

関
根

正
裕

事
業

化
支
援
室
副
室
長

五

質
疑
応
答
及
び
名
刺
交
換
会

多くの質問が出された

精密測定室

人工気象室

表面解析室

デザイン工房電波暗室

SAITECの概要を説明する鈴木康之副センター長

開会挨拶をする牛窪啓詞議長

事例発表をする
関根正裕事業化支援室副室長
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本
会
が
共
催
し
た
「
第
二
十
五
回
埼

玉
県
産
業
教
育
フ
ェ
ア
」
が
埼
玉
県
教

育
委
員
会
と
埼
玉
県
産
業
教
育
振
興
会

の
主
催（
本
会
も
共
催
）に
よ
り
十
一
月

二
十
一
日
㈯
か
ら
二
十
二
日
㈰
の
二
日

間
の
日
程
で
さ
い
た
ま
市
の
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

「
産
業
の
未
来
と
創
造
へ
の
希
望
〜

country
of

彩
〜
」
と
題
し
て
専
門

高
校
等
の
生
徒
に
よ
る
学
習
成
果
発
表

と
「
高
校
生
に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ

ア
」
が
同
時
開
催
さ
れ
、
二
日
間
の
来

場
者
は
一
六
、
〇
〇
〇
人
に
の
ぼ
っ
た
。

開
会
式
で
は
当
会
根
岸
専
務
理
事
を

は
じ
め
（
公
財
）
埼
玉
県
産
業
文
化
セ

ン
タ
ー
総
務
・
企
画
部
長
兼
施
設
担
当

石
井
義
行
氏
、（
公
財
）
埼
玉
県
産
業

振
興
公
社
専
務
理
事

岩
田
靖
人
氏
、

埼
玉
県
産
業
教
育
振
興
会
長

大
野
松

茂
氏
、
教
育
関
係
で
は
県
教
育
長

関

根
郁
夫
氏
、
専
門
高
校
長
会
会
長

竹

本
政
弘
氏
が
参
加
さ
れ
盛
大
に
行
わ
れ

た
。開

会
式
後
は
、
㈲
貫
井
園

取
締
役

貫
井
香
織
氏
を
招
き
、「
性
別
・
慣
習
・

国
境
を
越
え
て
」
と
題
し
た
基
調
講
演

が
行
わ
れ
た
。

貫
井
氏
は
入
間
市
に
生
ま
れ
、
都
内

の
大
学
で
経
済
学
を
学
び
、
卒
業
後
、

採
用
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、
Ｐ
Ｒ

会
社
を
経
て
、
父
が
経
営
す
る
貫
井
園

に
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
し
た
経
歴
を
持
つ
。

原
木
椎
茸
と
狭
山
茶
の
生
産
か
ら
販
売

ま
で
携
わ
り
、
生
産
物
の
魅
力
を
世
界

に
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
経
営
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
功
績
が
評
価

さ
れ
平
成
二
十
七
年
二
月
に
「
第
十
回

さ
い
た
ま
輝
き
荻
野
吟
子
賞
」
を
受
賞

さ
れ
て
い
る
。

講
演
の
冒
頭
で
同
氏
は
、
自
身
の
高

校
時
代
を
振
り
返
り
、
両
親
に
「
好
き

な
よ
う
に
生
き
、
好
き
な
仕
事
に
就
き

な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

当
時
は
自
身
が
就
き
た
い
職
業
な
ど
明

確
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
常
に
目

の
前
の
こ
と
に
取
り
組
み
、
迷
い
な
が

ら
も
一
つ
一
つ
乗
り
越
え
て
き
た
経
験

の
蓄
積
が
今
と
な
っ
て
お
り
、
段
々
と

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ

て
広
が
っ
て
い
っ
て
い
る
。
色
々
な
も

の
を
吸
収
し
て
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

が
見
つ
か
っ
た
。
中
で
も
海
外
へ
の
販

路
拡
大
、
モ
リ
ウ
ミ
ア
ス（
＊
）へ
の
関

わ
り
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
「
ど
ん
な

こ
と
も
た
っ
た
一
人
の
想
い
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
目
に
し
た

体
験
は
大
き
い
と
い
う
。

都
内
の
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
等
へ
の
販

路
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
各
種
商
品

を
開
発
し
、
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
へ

の
海
外
販
売
等
も
実
現
さ
せ
た
こ
と
な

ど
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
て
み
て
、
は

じ
め
て
次
が
見
え
て
く
る
実
感
を
得
た
。

何
か
を
目
指
し
て
そ
の
目
標
に
到
達
し

た
と
い
う
こ
と
が
夢
の
実
現
で
は
な
く
、

そ
れ
は
た
だ
の
通
過
点
で
あ
り
、
夢
に

は
さ
ら
に
次
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
る
。「
今

将
来
が
見
通
せ
な
く
て
も
想
い
を
も
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
か
ら
先
が
広

が
る
し
、
皆
さ
ん
も
必
ず
見
つ
か
る
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
参
加
し
た
高
校
生

達
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

ま
た
、
各
会
場
で
は
専
門
高
校
等
に

よ
る
作
品
展
示
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
コ

ン
テ
ス
ト
、
各
種
発
表
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
、
ミ
ニ
新
幹
線
・
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

乗
車
体
験
の
他
、「
実
践
的
職
業
教
育

グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
中
間
発
表
会
」
と
し

て
「
商
品
開
発
力
交
流
分
野
」
を
中
心

と
し
た
各
学
校
の
発
表
と
、
生
徒
開
発

商
品
の
販
売
、
高
校
生
に
よ
る
サ
イ
エ

ン
ス
フ
ェ
ア
で
は
高
校
生
に
よ
る
小
中

学
生
の
た
め
の
科
学
教
室
、
ポ
ス
タ
ー

発
表
が
行
わ
れ
た
。

本
会
は
今
後
と
も
教
育
界
と
地
元
産

業
界
の
連
携
強
化
に
努
め
、
本
県
の
次

代
を
担
う
若
者
の
育
成
に
尽
力
す
る
所

存
で
あ
る
。
関
係
企
業
の
皆
様
の
一
層

の
御
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

（
＊
）モ
リ
ウ
ミ
ア
ス
は
こ
ど
も
達
が
、

人
の
暮
ら
し
と
自
然
が
共
存
す
る

環
境
で
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
交
流

を
通
し
て
生
き
る
力
を
学
ぶ
、
自

然
を
背
景
と
し
た
、
教
育
的
複
合

体
験
施
設
。

第
二
十
五
回
埼
玉
県
産
業
教
育
フ
ェ
ア

（
第
四
回
産
業
教
育
委
員
会
）開
催

ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト

ア
イ
デ
ア
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト

で
昨
年
度
に
教
育
長
賞
を

受
賞
し
た
お
弁
当
を
販
売

高
校
生
が
作
っ
た
商
品
・

農
作
物
の
販
売
と
作
品
展

示

開会式

基調講演をする貫井 香織氏

実
践
的
職
業
教
育
グ
ロ
ー

バ
ル
事
業

「
商
品
開
発
力
交
流
分
野
」

中
間
発
表
会

新
座
総
合
技
術
高
校
服
飾

デ
ザ
イ
ン
科
に
よ
る
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

狭
山
工
業
高
校

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
体
験
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平
成
二
七
年
度
第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
吉
本
芸
人
と
し
て
学
ん
だ
『
や
る
気
を
引
き

出
す
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』」

と
題
し
、
夏
川
立
也
氏
が
講
演

平
成
二
七
年
度
第
十
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
リ
ス
ク
・
オ
ン
経
済
の
衝
撃
〜
日
本
再
生
の
方
程
式
』

と
題
し
て
、
株
式
会
社
第
一
生
命
経
済
研
究
所

特
別

顧
問
で
前
内
閣
府
事
務
次
官

松
元

崇

氏
が
講
演

十
一
月
二
五
日
㈬
に
開
催
さ
れ
た
平
成

二
七
年
度
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
京
都
大

学
工
学
部
在
学
中
に
、
落
語
家
桂
三
枝

（
現
・
六
代
目
桂
文
枝
）
に
弟
子
入
り
し
、

京
都
大
学
卒
業
後
、
吉
本
興
業
の
芸
能
活

動
を
ス
タ
ー
ト
、
そ
の
傍
ら
、
自
ら
企
業

家
と
し
て
会
社
を
設
立
、
経
営
者
と
し
て

二
十
年
間
経
済
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
に

も
取
り
組
み
、
豊
中
青
年
会
議
所
代
三
七

台
理
事
長
も
務
め
ら
れ
た
、
夏
川
立
也
氏

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
吉
本
芸
人

と
し
て
学
ん
だ
『
や
る
気
を
引
き
出
す
ビ

ジ
ネ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』」
と

題
し
て
、
開
催
し
ま
し
た
。

夏
川
氏
は
、お
笑
い
タ
レ
ン
ト
・
起
業
・

ビ
ジ
ネ
ス
・
社
会
貢
献
の
経
験
か
ら
、
楽

し
い
空
間
の
周
囲
に
人
は
集
ま
り
、
そ
の

集
団
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
に
注
目
。

周
囲
を
楽
し
い
気
分
に
す
る
こ
と
の
重
要

性
に
、
心
理
学
的
プ
ロ
ー
チ
、
脳
内
プ
ロ

セ
ス
の
構
築
を
加
え
て
「
実
践
理
論
パ
ワ

ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」
を
開
発
。

「
人
材
活
性
仕
掛
人
」
と
し
て
全
国
各
地

で
公
演
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
七
五

名
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

・
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
会
社
に
共
通
す

る
の
は
、
社
内
の
雰
囲
気
が
明
る
い
こ

と
。
そ
こ
で
は
、
相
手
の
価
値
や
魅
力
、

感
謝
を
で
き
る
だ
け
積
極
的
に
伝
え
る
、

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
作
ら

れ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
雰
囲
気
が
組
織
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
と
な
り
、
最

終
的
な
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

・
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
環
境
を

プ
ラ
ス
に
変
え
る
第
一
歩
は
「
当
た
り

前
の
こ
と
を
敢
え
て
や
る
こ
と
」。
例

え
ば
、「
笑
顔
」
が
大
切
な
の
は
誰
も

が
分
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
職
場
で
実

践
し
て
い
る
人
は
ど
れ
だ
け
い
る
だ
ろ

う
か
。
人
間
の
動
作
・
し
ぐ
さ
の
九
割

以
上
は
意
識
せ
ず
に
表
現
さ
れ
、
意
図

し
な
い
形
で
相
手
に
伝
わ
り
誤
解
を
招

く
こ
と
も
あ
る
。「
笑
顔
」
が
正
し
い

と
分
か
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

を
具
体
的
行
動
と
し
て
実
際
の
表
情
や

行
動
に
結
び
つ
け
、
相
手
に
き
ち
ん
と

伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
そ
れ
に
よ

っ
て
職
場
内
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
雰
囲
気

が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
好
循
環
と
な
り
明

る
い
職
場
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

・
メ
ラ
ビ
ア
ン
の
法
則
で
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
言
語

情
報
よ
り
も
、表
情
や
声
色
な
ど
の「
感

覚
情
報
」
が
重
要
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め

て
い
る
。同
様
に
、ど
ん
な
に
言
葉
を
並

べ
て
も
、相
手
に
伝
わ
る
の
は
感
情
の
半

分
以
下
と
い
わ
れ
て
い
る
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
お
互
い
の
協
力
関
係
が
必
要
。

自
分
の
ま
と
っ
て
い
る
空
気
感
に
注
意

を
払
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
状
態

を
良
好
に
す
れ
ば
、
相
手
の
行
動
パ
タ

ー
ン
も
プ
ラ
ス
に
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
。

な
お
、
当
日
は
講
演
前
に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ

理
事
・
事
務
局

長

涌
井
智
美
氏
よ
り
、「
ペ
ッ
ト
に
も

及
ぶ
高
齢
化
社
会
の
悩
み
」
と
題
す
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
会
場
後
方
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
活
動
内
容
等

の
展
示
も
行
わ
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
が

立
ち
寄
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

現
代
は
、
従
来
と
異
な
り
、
巨
額
な
資

金
が
よ
り
高
い
リ
タ
ー
ン
を
求
め
て
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
か
つ
ボ
ー
ダ
レ
ス
に
縦
横

に
動
き
回
り
、
各
国
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ

ル
ズ
に
大
き
く
影
響
す
る
リ
ス
ク
・
オ
ン

経
済
の
時
代
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時

代
に
は
、
従
来
の
モ
デ
ル
で
は
説
明
で
き

な
い
現
象
が
お
こ
る
の
で
な
い
か
…
。
こ

の
よ
う
な
議
論
が
日
本
で
も
う
少
し
行
わ

れ
て
い
れ
ば
、
十
五
年
間
も
デ
フ
レ
が
続

い
て
し
ま
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

現
実
に
、
日
本
で
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

が
登
場
す
る
ま
で
思
い
切
っ
た
金
融
緩
和

は
、
か
つ
て
の
戦
争
中
に
お
け
る
日
本
銀

行
に
よ
る
国
債
買
い
入
れ
の
歴
史
に
鑑
み

て
、
ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

も
た
ら
す
と
い
う
思
い
込
み
が
強
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
閉
塞
状
況
を
打
ち

破
っ
た
の
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
あ
っ
た
。

思
い
切
っ
た
量
的
緩
和
に
よ
っ
て
、
デ
フ

レ
か
ら
脱
却
し
つ
つ
あ
る
今
日
の
わ
が
国

の
姿
が
そ
の
証
左
で
あ
る
。

十
二
月
一
日
㈫
に
開
催
さ
れ
た
第
十
回

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ
う
し
た
視
座
に

た
ち
、
株
式
会
社
第
一
生
命
経
済
研
究
所

特
別
顧
問
で
前
内
閣
府
事
務
次
官
で
あ
る

松
元

崇
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

「
リ
ス
ク
・
オ
ン
経
済
の
衝
撃
〜
日
本
再

生
の
方
程
式
」
と
題
し
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
テ
ィ
ビ
ル
四

階
市
民
ホ
ー
ル
で
実
施
し
、
四
七
名
の

方
々
に
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

・
こ
こ
十
五
年
程
度
の
間
に
、
世
界
に
占

め
る
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
割
合
が
急
速
に

低
下
し
て
い
る
。
原
因
と
し
て
、
東
西 第10回トップセミナー講演する松元崇氏

第9回トップセミナー

講演する夏川立也氏
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平
成
二
七
年
度
第
十
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
税
で
日
本
は
よ
み
が
え
る
〜
成
長
力
を
高
め

る
改
革
と
は
？
』
と
題
し
て
、
中
央
大
学
法
科

大
学
院
教
授

森
信

茂
樹

氏

が
講
演

冷
戦
の
終
結
で
世
界
経
済
が
一
体
化
し
、

発
展
途
上
国
が
急
成
長
し
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
を
可
能
と
し
た

も
の
に
、
例
え
ば
、
部
品
の
モ
ジ
ュ
ー

ル
化
が
あ
る
。
標
準
化
し
た
部
品
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
つ
も

で
ど
こ
で
も
同
じ
性
能
の
製
品
が
生
産

で
き
る
た
め
、
製
造
コ
ス
ト
安
い
発
展

途
上
国
が
急
速
に
台
頭
し
て
い
る
の
だ
。

こ
う
し
て
で
き
た
製
品
が
世
界
に
大
量

に
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
進

国
の
消
費
財
市
場
は
常
に
デ
フ
レ
圧
力

が
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。

・
こ
う
し
た
世
界
経
済
構
造
の
変
化
の
中

で
、
日
本
だ
け
が
有
効
な
デ
フ
レ
対
策

を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
二

〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
際

に
は
、
各
国
が
危
機
の
拡
大
防
止
の
た

め
金
融
拡
大
す
る
中
、
量
的
緩
和
無
効

論
（
ブ
タ
積
み
論
）
が
主
流
を
占
め
る

日
本
銀
行
だ
け
は
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
希
少
と
な
っ
た
円
が
日

本
経
済
の
実
力
以
上
に
値
上
が
り
、
日

本
の
経
済
成
長
を
阻
害
し
た
の
だ
。

・
こ
う
し
た
中
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る

大
胆
な
金
融
緩
和
に
よ
り
デ
フ
レ
マ
イ

ン
ド
が
払
拭
さ
れ
、
デ
フ
レ
と
円
高
の

悪
循
環
を
断
ち
切
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

今
後
、
資
源
の
乏
し
い
日
本
で
重
要
な

の
は
、
若
者
や
女
性
な
ど
の
人
的
資
源

の
活
用
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
手

厚
す
ぎ
る
高
齢
者
福
祉
制
度
を
見
直
し
、

就
職
や
起
業
に
失
敗
し
て
も
再
挑
戦
で

き
る
社
会
保
障
制
度
や
、
子
育
て
支
援

な
ど
、
現
役
世
代
向
け
施
策
の
充
実
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
二
月
三
日
㈭
に
開
催
さ
れ
た
平
成
二

七
年
度
第
十
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、

日
本
を
代
表
す
る
経
済
学
者
、
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
か
ら
絶
賛
さ
れ
た
書
籍
「
税
で
日
本

は
よ
み
が
え
る
」
の
著
者
、
中
央
大
学
法

科
大
学
院
教
授

森
信

茂
樹

氏
を
講

師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
税
で
日
本
は
よ

み
が
え
る
〜
成
長
力
を
高
め
る
改
革
と

は
？
」
と
題
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

森
信
教
授
か
ら
は
、
改
革
す
べ
き
は
法

人
税
だ
け
で
は
な
く
、
個
人
の
自
立
を
促

し
、
女
性
が
働
き
や
す
い
税
制
、
資
産
・

所
得
格
差
の
縮
小
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
活
用
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子
高

齢
化
に
対
応
し
、
経
済
成
長
を
支
え
る
税

制
の
在
り
方
を
、
世
界
の
先
進
事
例
、
戦

後
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

な
お
、
当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
実
施
し
、
二

〇
名
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

本
来
あ
る
べ
き
税
制
の
役
割
は
、
①
経

済
活
性
化
②
所
得
の
再
分
配
、
③
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
財
源
確
保
、
の
三
つ
だ
が
、
い

ず
れ
も
十
分
機
能
し
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。
そ
の
主
な
問
題
点
に
つ
い
て
は
以
下

の
と
お
り
。

◇
経
済
活
性
化
の
た
め
、
法
人
実
効
税
率

が
三
五
％
か
ら
三
十
％
弱
と
な
る
見
込

み
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
多
い
。
法

人
税
率
は
大
幅
に
下
が
る
よ
う
に
見
え

る
が
、
赤
字
企
業
に
も
負
担
を
求
め
る

外
形
標
準
課
税
の
拡
大
な
ど
「
課
税
ベ

ー
ス
」を
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、全

体
と
し
て
の
減
税
効
果
は
限
定
的
で
あ

る
。
ま
た
、
地
方
税
で
あ
る
法
人
事
業

税
は
、
そ
の
時
々
の
経
済
情
勢
が
地
方

財
政
・
地
域
経
済
に
大
き
く
影
響
す
る

た
め
、
こ
れ
を
国
税
化
し
地
方
へ
安
定

的
に
分
配
す
る
仕
組
み
と
す
べ
き

で
あ
る
。

◇
ジ
ニ
係
数
の
推
移
を
見
る
と
、
高

齢
者
同
士
の
所
得
格
差
は
解
消
傾

向
に
あ
る
の
に
、
現
役
世
代
の
格

差
は
拡
大
し
て
い
る
。
原
因
と
し

て
、
本
来
給
付
が
必
要
な
低
賃
金

の
若
者
が
、
高
所
得
高
齢
者
を
支

え
る
「
所
得
の
逆
流
」
が
あ
る
。

対
策
と
し
て
、
先
進
国
の
中
で

も
日
本
で
特
に
優
遇
さ
れ
て
い

る
年
金
税
制
の
改
正
や
、
高
所

得
高
齢
者
に
対
す
る
課
税
強
化

が
不
可
欠
と
い
え
る
。

ま
た
、
消
費
増
税
に
際
し
て
、

軽
減
税
率
か
給
付
付
き
税
額
控

除
か
で
議
論
が
分
か
れ
た
が
、

給
付
付
き
税
額
控
除
を
採
用
す

る
こ
と
が
、
低
所
得
者
の
逆
進

性
緩
和
の
み
な
ら
ず
、
女
性
の

活
躍
推
進
や
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

対
策
に
有
効
と
い
え
る
。

◇
日
米
欧
の
財
政
収
支
バ
ラ
ン
ス

を
見
る
と
、
日
本
は
負
担
（
歳

入
）
よ
り
も
給
付
（
歳
出
）
が

大
き
い
「
高
福
祉
・
中
負
担
」

と
な
っ
て
お
り
、
財
政
赤
字
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
の
は
当

然
で
あ
る
。
平
成
二
七
年
度
予

算
も
、
増
収
分
を
財
源
に
補
正

予
算
が
組
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
本
来
国
債
償
還
に
あ
て
ら

れ
る
べ
き
だ
。
重
要
な
の
は
政

治
家
が
正
直
ベ
ー
ス
で
歳
出
削

減
を
口
に
で
き
る
よ
う
な
雰
囲

気
づ
く
り
と
、「
受
益
」
と
「
負

担
」
の
あ
り
方
を
考
え
る
国
民

的
議
論
で
あ
る
。

第11回トップセミナー

講演する森信茂樹氏

― 7 ―



平
成
二
七
年
度
第
十
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
戦
国
武
将
の
選
択
、
い
ま
決
め
な
け
れ
ば
生

き
残
れ
な
い
』
と
題
し
て
、
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
教
授
の
本
郷
和
人
氏
が
講
演

平
成
二
七
年
度
第
二
回
産
業
教
育
委
員
会

―
県
立
川
越
工
業
高
校
を
視
察

平
成
二
七
年
度
第
三
回
産
業
教
育
委
員
会

―
県
立
浦
和
商
業
高
校
を
視
察

み
ん
な
が
好
き
な
時
代
は
と
い
う
ア
ン

ケ
ー
ト
を
み
て
い
た
ら
、
一
位
は
戦
国
時

代
（
安
土
・
桃
山
時
代
）
で
し
た
。
き
っ

と
経
営
者
や
企
業
幹
部
の
方
々
の
中
に
も

戦
国
武
将
の
戦
い
に
浪
漫
を
感
じ
た
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

戦
国
武
将
の
盛
衰
・
明
暗
を
読
み
解
き
経

営
に
い
か
し
て
お
ら
れ
る
経
営
者
も
多
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
十
二
月
七
日
㈪
に
開
催
さ
れ

た
第
十
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、�
歴

史
、そ
れ
も
戦
国
武
将
�
に
フ
ォ
ー
カ
ス

す
る
と
い
う
新
趣
向
を
企
画
・
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
演
題
は
、「
戦
国
武
将
の
選
択
、

い
ま
決
め
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
」。

講
師
と
し
て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ「
平

清
盛
」
な
ど
の
時
代
考
証
を
ご
担
当
さ
れ

ま
し
た
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
の

本
郷
和
人
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市

民
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
五
七
名
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
京
極
高
次
、
前
田
利
長
、

直
江
兼
続
の
三
人
の
戦
国
武
将
を
と
り
あ

げ
、�
今
決
め
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
�

戦
国
武
将
の
選
択
の
内
容
、
背
景
等
に
つ

い
て
詳
細
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
七
年
度
第
二
回
産
業
教
育
委
員

会
は
、
十
一
月
六
日
㈮
午
後
、
県
西
部
の

専
門
高
校
で
、「
デ
ザ
イ
ン
科
」「
化
学
科
」

「
建
築
科
」「
機
械
科
」「
電
気
科
」
の
五

学
科
を
有
し
、
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
引

き
出
し
、
鍛
え
、
日
本
の
工
業
界
を
リ
ー

ド
す
る
人
財
を
育
成
し
て
き
た
伝
統
と
歴

史
の
あ
る
県
立
川
越
工
業
高
校
の
視
察
会

を
開
催
し
、
三
十
一
名
が
参
加
し
た
。

ま
ず
、
川
越
工
業
高
校
の
概
要
説
明
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
授
業
見
学
・
施
設
見

学
を
行
い
、
最
後
に
教
員
・
生
徒
と
の
懇

談
が
行
わ
れ
た
。

充
実
し
た
教
育
環
境
の
中
で
も
の
づ
く

り
に
対
し
て
真
摯
に
取
り
組
む
学
生
の
姿

か
ら
、
よ
り
高
い
技
術
を
習
得
し
よ
う
と

い
う
意
欲
が
溢
れ
て
い
た
。

生
徒
と
の
懇
談
で
は
、
来
春
就
職
が
内

定
し
た
五
名
の
生
徒
が
出
席
、
各
自
の
就

職
体
験
等
に
つ
い
て
意
見
発
表
が
行
わ
れ

た
。
企
業
経
営
者
か
ら
の
質
問
に
答
え
る

各
生
徒
の
真
摯
な
態
度
と
確
か
な
目
的
意

識
を
も
っ
て
学
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿

勢
に
参
加
者
一
同
感
銘
を
受
け
た
。

平
成
二
七
年
度
第
三
回
産
業
教
育
委
員

会
は
、
十
一
月
十
一
日
㈬
午
後
、
県
南
部

の
専
門
高
校
で
、「
商
業
科
」「
情
報
処
理

科
」
の
二
学
科
を
有
し
、「
将
来
の
産
業

界
を
担
う
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
す

る
」
を
目
指
す
学
校
像
に
掲
げ
る
県
立
浦

和
商
業
高
校
の
視
察
会
を
開
催
し
、
十
一

名
が
参
加
し
た
。

ま
ず
、
浦
和
商
業
高
校
の
概
要
説
明
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
授
業
見
学
・
施
設
見 学科代表生徒との懇談

第12回トップセミナー

挨拶をする川越工業高校 清水校長

授業視察の様子

授業視察の様子

挨拶をする浦和商業高校 梶校長

講演する本郷和人氏
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平
成
二
七
年
度
第
三
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

「
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
脅
威
〜
サ
イ
バ
ー
犯
罪
か

ら
会
社
を
守
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
警
察

本
部
と
共
催

平
成
二
七
年
度
第
二
回
企
業
戦
略
研
究
会

『
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
る
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
推
進
』
を
テ
ー
マ
に
開
催

学
を
行
い
、
最
後
に
教
員
・
生
徒
と

の
懇
談
が
行
わ
れ
た
。

授
業
見
学
は
、
連
結
財
務
諸
表
の

理
解
を
題
材
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
に
よ
り
学
生
相
互
に
学
び
合
う

課
題
解
決
型
学
習
の
授
業
を
見
学
し

た
。生

徒
と
の
懇
談
で
は
、
来
春
就
職

が
内
定
し
た
五
名
と
大
学
進
学
が
決

定
し
た
四
名
の
生
徒
が
出
席
、
各
自

の
就
職
体
験
等
に
つ
い
て
意
見
発
表

が
行
わ
れ
た
。
各
生
徒
の
立
派
な
意

見
発
表
姿
勢
、
礼
儀
正
し
さ
等
、
参

加
者
一
同
感
銘
を
受
け
た
。

十
一
月
九
日
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成
二
十

七
年
度
第
三
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会
が

開
催
さ
れ
五
十
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

本
委
員
会
で
は
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
が
か
つ

て
な
い
広
が
り
み
せ
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、「
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
脅
威
〜
サ
イ
バ

ー
犯
罪
か
ら
会
社
を
守
る
た
め
に
」
を
テ

ー
マ
に
警
察
本
部
と
共
催
で
実
施
し
ま
し

た
。当

日
は
埼
玉
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
の

藤
本

大
介

氏
か
ら
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
最
近
の
状
況

〜
恐
る
べ
き
そ
の
実
態
」、
そ
し
て
一
般

社
団
法
人
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
＊
）の

村
上

晃
氏

か
ら
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の

対
策
と
対
応
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
後
、「
セ
コ
ム
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
セ
コ
ム
ト
ラ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
ズ

株
式
会
社

営
業
開
発
本
部

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
サ
ー
ビ
ス
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当

部
長

田
村

裕
司

氏
か
ら
、
セ
コ
ム

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

（
＊
）JPCERT

(Japan
Com

puter
Em
ergency

Response
Team

Coordination
Center)

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
発
生
す
る

侵
入
や
サ
ー
ビ
ス
妨
害
な
ど
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
に

つ
い
て
、
日
本
国
内
の
サ
イ
ト
に
関
す
る

報
告
の
受
付
、
対
応
の
支
援
、
発
生
状
況

の
把
握
、
手
口
の
分
析
、
再
発
防
止
の
た

め
の
対
策
の
検
討
や
助
言
な
ど
を
技
術
的

な
立
場
か
ら
行
っ
て
い
る
日
本
を
代
表
す

る
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
応
組
織
。

◇
講
演
概
要

・
講
演
一
で
は
、
埼
玉
県
警
察
本
部
生
活

安
全
部
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
の

藤

本

大
介

氏
か
ら
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪

の
最
近
の
状
況
〜
恐
る
べ
き
そ
の
実

態
」
と
題
し
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
種
類

や
そ
の
具
体
的
手
口
を
ご
紹
介
い
た
だ

き
、
埼
玉
県
内
に
お
け
る
発
生
状
況
等

を
概
観
し
た
。
そ
の
後
、
埼
玉
県
情
報

通
信
部
情
報
技
術
解
析
課

技
術
支
援

第
二
係
長

福
澤

瞳

氏
に
よ
り
、

犯
人
側
、
被
害
者
側
双
方
の
端
末
画
面

を
使
っ
て
、
標
的
型
メ
ー
ル
に
感
染
さ

せ
ら
れ
、
被
害
が
広
が
る
様
子
を
実
演

し
て
い
た
だ
い
た
。

・
講
演
二
で
は
、
一
般
社
団
法
人
Ｊ
Ｐ
Ｃ

Ｅ
Ｒ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
の

村
上

晃

氏
か
ら
「
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
対
策
と
対

応
」
と
題
し
御
講
演
い
た
だ
き
、
特
定

の
企
業
や
組
織
を
狙
い
、
重
要
な
情
報

を
流
出
さ
せ
企
業
に
深
刻
な
打
撃
を
与

え
る
「
標
的
型
攻
撃
」
の
手
口
の
数
々

を
取
り
上
げ
、
そ
の
具
体
的
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。
ま

た
併
せ
て
、
被
害
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の

予
防
策
、
感
染
時
の
対
処
方
法
に
つ
い

て
も
、
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。

・
最
後
に
「
セ
コ
ム
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
セ
コ

ム
ト
ラ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

営
業
開
発
本
部

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
サ
ー

ビ
ス
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
部
長

田
村

裕
司

氏
か
ら
、
十
月
か
ら
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
開
始
を
踏
ま
え
、

セ
コ
ム
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
整
備

し
て
き
た
イ
ン
フ
ラ
が
老
朽
化
し
、
大
量

更
新
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
が
、
超
高

齢
社
会
の
到
来
に
伴
う
社
会
保
障
負
担
増

か
ら
国
家
財
政
も
地
方
財
政
も
大
変
厳
し

く
、
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
や
維
持
管
理
に
必

要
な
財
源
の
確
保
が
極
め
て
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
全
市

町
村
を
対
象
と
し
て
公
共
施
設
・
イ
ン
フ

ラ
の
見
直
し
が
要
請
さ
れ
る
も
、
行
政
内

の
人
員
・
ノ
ウ
ハ
ウ
と
も
圧
倒
的
に
不
足

し
て
お
り
、
こ
こ
に
民
間
の
大
き
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
存
在
す
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
十
一
月
十

八
日
開
催
の
平
成
二
七
年
度
第
二
回
企
業

戦
略
研
究
会
で
は
、「
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ

る
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
」
と

題
し
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
と
も
に
、

公
共
施
設
の
建
替
・
更
新
、運
営
・
維
持
管

理
業
務
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

獲
得
し
企
業
成
長
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
に
、
公
共
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
及
び
Ｐ
Ｐ
Ｐ

（Public
Private

Partnership：

公
民

連
携
）に
係
る
調
査
・
研
究
、コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
等
を
事
業
内
容
に
幅
広
く
活
躍
さ

れ
て
い
る
、
株
式
会
社
公
共
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
研
究
所

代
表
取
締
役

阿
部
博
人
氏

学科代表生徒との懇談

第3回地域社会問題委員会

サイバー犯罪に関する実演も行われた
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第
三
回
企
業
戦
略
研
究
会

「Google

を
自
社
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
し
よ
う
！『
明

日
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
が
変
わ
る
！
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を

実
現
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
セ
ミ
ナ
ー
』」を
グ

ー
グ
ル
本
社
に
て
開
催
〜
終
了
後
懇
親
会
も
開
催

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
講
演
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
、「
埼
玉
り
そ
な
銀
行
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
室
の
取
り
組

み
」
と
題
し
、
株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀

行
公
共
法
人
部

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
支
援
室

室
長

池
原

賢
二

氏
よ

り
の
説
明
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
六
階
会

議
室
で
開
催
し
、
六
六
名
の
方
々
に
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Google

が
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
企

業
向
け
に
提
供
し
て
以
来
、
企
業
か
ら
は
、

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
大
丈
夫
？
」「
ク
ラ

ウ
ド
導
入
の
投
資
効
果（
Ｒ
Ｏ
Ｉ
）は
？
」

「
新
し
い
働
き
方
は
役
立
つ
の
？
」
等
々
、

数
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

十
一
月
三
十
日
㈪
に
開
催
さ
れ
た
平
成

二
十
七
年
度
第
三
回
企
業
戦
略
研
究
会
で

は
、
東
京
六
本
木
ヒ
ル
ズ
内
に
あ
る
グ
ー

グ
ル
本
社
に
お
い
て
、「Google

を
自
社

ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
し
よ
う
！
『
明
日
か
ら

ビ
ジ
ネ
ス
が
変
わ
る
！
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

を
実
現
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
セ
ミ

ナ
ー
』」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
本
会
会
員
か
ら
出
さ

れ
た
様
々
な
質
問
に
お
答
え
い
た
だ
き
、

企
業
の
認
知
度
や
売
上
向
上
の
た
め
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
方
法
、
自
社
で
の
情

報
発
信
方
法（You

Tube

ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
、
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
と
の
活
用
）
や
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
施
策
（
広

告
）
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
は
、
三
七
名
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

ま
ず
、
グ
ー
グ
ル
株
式
会
社

執

行
役
員

営
業
本
部
長

武
藤

健

一
郎

氏
に
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
講
演
一
と
し
て
、
グ

ー
グ
ル
株
式
会
社

広
告
営
業
本
部

鎌
形

諭

氏
よ
り
、『
海
外
展
開

に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
活
用
に
つ
い
て
』
と
題
し
た
講
演

が
あ
っ
た
。

講
演
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
占
め
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
間
が
急
速

に
増
え
る
中
、
広
告
活
用
の
余
地
が

依
然
と
し
て
大
き
い
点
を
指
摘
。
そ

の
上
で
、「
検
索
広
告
」「
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
広
告
」「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
広
告
」

な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
機
能

を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

効
果
的
な
営
業
戦
略
が
可
能
に

な
る
と
し
た
。

続
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
用
の
事
例
紹
介
と

し
て
、
⑴
鶴
ヶ
島
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
株
式
会
社
オ
ー
エ
ス

Ｗ

Ｅ
Ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
部

取
締
役
高
橋
由
彦

氏
⑵
ラ
ラ

ち
ゃ
ん
ラ
ン
ド
セ
ル
株
式
会
社

羅
羅
屋

営
業
部

石
田

晃

之

氏
に
よ
る
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
講
演
Ⅱ
で
は
、
グ
ー
グ

ル
株
式
会
社

Google
for

W
ork

プ
ロ
ダ
ク
ト
＆
テ
ク
ニ

カ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
佐
藤
芳
樹

氏
に
よ
り
、『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
活
用
に
よ
る
新

し
い
働
き
方
』
に
つ
い
て
ご
説

明
い
た
だ
い
た
。

佐
藤
氏
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

続
け
る
グ
ー
グ
ル
が
求
め
る
も
の
と
し
て
、

上
司
か
ら
の
指
示
が
な
く
て
も
自
分
自
身

で
生
き
抜
い
て
い
け
る
「
ス
マ
ー
ト
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
」
人
材
が
重
要
で
あ
る
と
し

た
。
そ
の
上
で
、
こ
の
「
ス
マ
ー
ト
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
」
社
員
が
最
大
限
能
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
な
グ
ー
グ
ル
の
職
場
環
境

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
い
た
だ
い
た
。
そ
の
中
の
一
例
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
「
グ
ー
グ
ル
ア
ッ
プ

ス
」
に
関
し
、
実
演
を
交
え
な
が
ら
ご
紹

介
い
た
だ
い
た
。

な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
グ
ー
グ
ル

社
員
と
の
懇
親
会
も
開
催
さ
れ
、
大
い
に

交
流
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

第2回企業戦略研究会

講演する阿部博人氏

第3回企業戦略研究会
挨拶をするグーグル執行役員
営業本部長 武藤健一郎氏

交流会風景

グーグル 鎌形諭氏
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第
二
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

「
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
」施
行
に
伴
い
、

『
埼
玉
県
障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
』を
開
催

第
十
一
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

『
東
南
ア
ジ
ア
最
速
の
成
長
を
実
現
〜
輝
き
を

増
す
ア
ジ
ア
の
星

フ
ィ
リ
ピ
ン
』
を
テ
ー

マ
に
開
催

「
平
成
二
七
年
度
女
子
高
生
の
働
き
続
け
る
意

欲
育
成
推
進
事
業
〜
熊
谷
女
子
高
等
学
校
」県

内
企
業
女
性
リ
ー
ダ
ー
九
名
を
迎
え
て
開
催

改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
平
成
二
八

年
四
月
施
行
に
伴
い
、
厚
生
労
働
省
で
は
、

す
べ
て
の
事
業
主
を
対
象
に
、「
募
集
や

採
用
に
関
し
て
障
害
者
で
あ
る
こ
と
を
理

由
と
す
る
差
別
を
禁
止
す
る
こ
と
な
ど
を

定
め
た
障
害
者
差
別
禁
止
指
針
」
と
「
募

集
や
採
用
時
に
障
害
者
が
応
募
し
や
す
い

よ
う
な
配
慮
を
、
採
用
後
は
仕
事
を
し
や

す
い
よ
う
な
配
慮
を
す
る
こ
と
な
ど
を
定

め
た
合
理
的
配
慮
指
針
」
を
す
で
に
作
成
、

公
示
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
同
法
で
は
平
成
三
十
年
四
月
よ

り
、
障
害
者
の
雇
用
の
状
況
に
鑑
み
、
精

神
障
害
者
を
法
定
雇
用
率
の
算
定
基
礎
に

加
え
る
等
を
骨
子
と
す
る
改
正
が
施
行
さ

れ
る
な
ど
、
企
業
と
し
て
一
段
と
障
害
者

雇
用
を
求
め
ら
れ
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
企
業
の
皆

様
に
障
害
者
雇
用
の
一
層
の
促
進
を
図
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
二
七

年
度
第
二
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
と
し
て
「
埼

玉
県
障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
十

一
月
二
六
日
㈭
に
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民

ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
百
四
十
二
名
と
い
う

多
く
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

⑴
講
演
「
障
害
者
雇
用
に
お
け
る
『
差
別

禁
止
』と『
合
理
的
配
慮
』に
つ
い
て
」

講
師

厚
生
労
働
省

職
業
安
定
局

雇
用
開
発
部

障
害
者
雇
用
対
策
課

課
長
補
佐

中
園

和
貴

氏

⑵
報
告
「
障
害
者
を
雇
用
す
る
に
あ
た
っ

て
」
報
告
者

埼
玉
県
障
害
者
雇
用
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

笹

川

俊
雄

氏

⑶
障
害
者
雇
用
企
業
に
よ
る
事
例
発
表

①
株
式
会
社
埼
玉
富
士

経
営
企
画
本
部

総
務
部
長

中

光
敏

氏

②
Ｓ
Ａ
Ｐ
ハ
ピ
ネ
ス
株
式
会
社
代
表
取
締

役

林

善
宏

氏

平
成
二
七
年
十
一
月
二
日
㈪
、

埼
玉
り
そ
な
銀
行

さ
い
た
ま
営

業
部
二
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、

埼
玉
県
、
ジ
ェ
ト
ロ
、
埼
玉
り
そ

な
銀
行
と
の
共
催
で
「
第
十
一
回

埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し

て
、「
東
南
ア
ジ
ア
最
速
の
成
長

を
実
現
〜
輝
き
を
増
す
ア
ジ
ア
の

星

フ
ィ
リ
ピ
ン
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
、
一
四
七
名
が
参
加
し

た
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
主
催
者
あ
い
さ
つ

上
田

清
司

埼
玉
県
知
事

・
基
調
講
演

マ
ヌ
エ
ル
・
モ
レ
ノ
・
ロ
ペ
ス

閣
下
駐
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

特
命
全
権
大
使

・
講
演
一
「
セ
ブ
州
に
お
け
る

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
」

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
カ
パ
ナ
ス
・
フ

ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
セ
ブ
州
知
事

顧
問

・
講
演
二「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
経
済
・

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
」

独
立
行
政
法
人

ジ
ェ
ト
ロ

前
マ
ニ

ラ
事
務
所
長
（
現

香
港
事
務
所
長

香
港
事
務
所
長
）
伊
藤

亮
一
氏

・
鼎
談
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
事
業
展
開
〜

可
能
性
と
課
題
〜
」

独
立
行
政
法
人

ジ
ェ
ト
ロ

前
マ
ニ

ラ
事
務
所
長
（
現

香
港
事
務
所
長

香
港
事
務
所
長
）
伊
藤

亮
一
氏
、
前

テ
ル
モ
フ
ィ
リ
ピ
ン
ズ
社

代
表
取
締

役
社
長

滝
澤

眞
己
氏
、
カ
ネ
パ
ッ

ケ
ー
ジ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

金
坂

良
一
氏

女
性
の
活
躍
推
進
は
、
わ
が
国
経
済
社

会
の
持
続
的
な
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
成

長
戦
略
で
す
。
埼
玉
県
で
は
、
女
性
が
働

き
手
と
な
り
、
自
己
実
現
を
し
て
生
き
生

き
と
輝
き
活
躍
す
る
社
会
の
実
現
を
は
か

る
た
め
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
県
内
企
業
に
お
い

て
も
女
性
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
向
上
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
促
進
な
ど
、
女
性
が
働

き
が
い
を
も
っ
て
就
労
で
き
る
職
場
づ
く

り
に
取
り
組
む
企
業
が
増
加
し
て
き
て
お

り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
県
教
育
委

員
会
で
は
、
県
立
高
校
の
女
子
生
徒
の
職

業
観
や
就
労
意
欲
を
高
め
よ
う
と
、
経
済

団
体
等
と
連
携
し
た
就
職
指
導
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
働
き
続

マヌエル・モレノ・ロペス閣下
駐日フィリピン共和国特命全
権大使

140名を超える参加者を集めた第2回ＣＳＲ委員会

第1部講演会（1年生全員が集合）

第11回埼玉アジアフォーラム
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け
る
意
欲
や
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能

力
の
向
上
を
ね
ら
い
と
し
て
「
女
子
高
校

生
の
働
き
続
け
る
意
欲
育
成
推
進
事
業
」

を
本
会
の
全
面
的
な
協
力
の
下
平
成
二
五

年
度
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
七
年
度
事
業
は
、
十
一
月
十
六

日
、
熊
谷
女
子
高
校
に
お
い
て
、
本
会
推

薦
の
県
内
企
業
九
名
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を

講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
講
演
会
及
び
、

各
ク
ラ
ス
に
お
け
る
座
談
会
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

◇
第
一
部
【
講
演
会
】

講
演
会
で
は
ま
ず
、「
失
敗
を
恐
れ
ず

ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
重
要

性
」
と
題
し
基
調
講
演
が
あ
り
、
講
演
の

中
で
根
岸
専
務
理
事
は
、
今
後
求
め
ら
れ

る
人
材
と
し
て
、
新
し
い
時
代
を
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
常
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
続

け
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
人
材
」
が
あ

げ
ら
れ
る
と
し
た
。
そ
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
型
人
材
と
な
る
に
は
、
ま
ず
大
き
な

目
標
を
設
定
す
る
こ
と
、
そ
し
て
失
敗
を

恐
れ
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
失
敗
し
て
も
あ

き
ら
め
ず
に
再
挑
戦
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
多
く
の
心
に
残

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
生
徒
に
投
げ
か
け
た
。

次
に
九
名
の
講
師
に
よ
る
自
己
紹
介
や

自
身
の
体
験
発
表
、
生
徒
向
け
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
こ
れ
か

ら
社
会
人
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
生

徒
を
前
に
、
自
身
の
仕
事
の
や
り
が
い
や

苦
労
し
た
こ
と
な
ど
、
個
別
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
紹
介
さ
れ
、
働
く
イ
メ
ー
ジ
の
共
有

が
図
ら
れ
た
。
そ
の
上
で
、
働
く
こ
と
の

意
味
や
、
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
紹
介
が
あ
り
、
生

徒
が
将
来
を
考
察
す
る
一
助
と
な
っ
た
。

◇
第
二
部
【
座
談
会
】

対
象

一
年
生

三
六
八
名（
九
ク
ラ
ス
）

講
師

・
一
組
…
Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式
会
社

公
共
事
業

本
部

営
業
第
二
グ
ル
ー
プ
エ
キ
ス
パ

ー
ト

江
原

知
穂

氏

・
二
組
…
株
式
会
社
サ
イ
サ
ン

ガ
ス
ワ

ン
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

内
藤

裕
季
子

氏

・
三
組
…
埼
玉
県
企
業
局
総
務
課

総
合

企
画
・
国
際
水
事
業
担
当

主
幹

本

谷

直
美

氏

・
四
組
…
（
一
社
）
埼
玉
県
経
営
者
協
会

事
業
課
長

町
田

恭
子
氏

・
五
組
…
ス
バ
ル
用
品
株
式
会
社
総
務
部

課
長

中
村
菜
摘

氏

・
六
組
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ

Ａ
（
つ
ば
さ
）
理
事
、
事
務
局
長
、
ア

ダ
プ
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

涌

井

智
美

氏

・
七
組
…
株
式
会
社
テ
レ
ビ
埼
玉

報
道

制
作
局
制
作
部

菅

美
香

氏

・
八
組
…
む
さ
し
証
券
株
式
会
社

人
事

総
務
部

次
長

森
本

美
和

氏

・
九
組
…
株
式
会
社
明
治
（
坂
戸
工
場
）

技
術
部
技
術
室

室
長
補
佐

石
田

晶
子

氏

各
ク
ラ
ス
で
の
座
談
会
で
は
、
第
一
部

の
講
演
・
体
験
発
表
を
踏
ま
え
、
講
師
か

ら
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
体
験
談
や
助
言

を
聞
く
こ
と
で
、
よ
り
明
確
で
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
生
徒
に
伝
わ
っ
た
様
子
で
あ
っ

た
。
参
加
し
た
生
徒
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し

で
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
、
時
に
は

積
極
的
に
質
問
を
し
な
が
ら
、
働
く
イ
メ

ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
。

〈
生
徒
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
〉

・「
今
ま
で
は
、
大
学
進
学
を
理
由
に
勉

強
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
が
ゴ
ー

ル
で
は
な
く
、そ
の
先
の
た
め
に
も
、今

以
上
に
勉
強
を
が
ん
ば
る
必
要
が
あ
る

の
だ
と
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

「『
こ
れ
だ
け
は
誰
に
も
負
け
な
い
、

こ
れ
だ
け
は
頑
張
っ
た
』
と
自
信
を
持

っ
て
言
え
る
こ
と
を
今
日
か
ら
作
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。」

「
子
育
て
が
大
変
だ
か
ら
と
い
っ
て
仕

事
を
や
め
る
の
で
は
な
く
、
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
の
た
め
私
た
ち
に
は
何
が

で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い

き
た
い
で
す
。」

「『
女
性
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
就
け

な
い
仕
事
は
無
い
』
と
い
う
言
葉
が
、㈱明治 石田晶子氏終了後の学校側（左）とのミーティング

AGS㈱ 江原知穂氏

埼玉県企業局 本谷直美氏

スバル用品㈱ 中村菜摘氏

㈱テレビ埼玉 菅美香氏

㈱サイサン 内藤裕季子氏

埼玉県経営者協会 町田恭子氏

NPO法人 TSUBASA 涌井智美氏

むさし証券㈱ 森本美和氏
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も
の
つ
く
り
大
学
産
学
連
携
セ
ミ
ナ
ー

『
中
小
企
業
現
場
活
性
化
事
業
』
を
テ
ー
マ

に
講
演
会
・
交
流
会
を
実
施

平
成
二
十
七
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

第
七
講
開
催

平
成
二
十
七
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

第
八
講
開
催

一
番
印
象
的
で
し
た
。」

「
仕
事
で
は
好
き
な
こ
と
や
な
り
た
い

夢
を
実
現
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と

だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。」

「
見
え
な
い
努
力
を
自
分
が
ど
れ
だ
け

で
き
る
か
が
、仕
事
の
成
功
や
や
り
が
い

に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。」

「
自
分
の
個
性
を
存
分
に
発
揮
し
働
く

女
性
の
一
員
に
な
れ
る
よ
う
、
今
や
る

べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
や
ろ
う
と
思
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

も
の
つ
く
り
大
学
で
は
、
も
の
づ
く
り

の
中
核
的
存
在
で
あ
る
中
小
企
業
に
対
す

る
支
援
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
を
目

的
に
、「
中
小
企
業
現
場
活
性
化
事
業
」

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
も

の
つ
く
り
大
学
製
造
学
科
教
授
の
関
根
次

雄
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
、
企
業

で
の
現
場
改
善
実
績
の
豊
富
な
六
名
の
支

援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
中
小
企
業
の
現
場
改

善
・
活
性
化
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

十
一
月
二
十
四
日
開
催
の
も
の
つ
く
り

大
学
産
学
連
携
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
多
く
の

中
小
企
業
に
本
事
業
内
容
に
対
す
る
理

解
・
認
識
を
高
め
、
本
事
業
を
活
用
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
本
会
と
も
の
つ
く

り
大
学
の
共
催
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
は
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
三
階
チ
ェ

リ
ー
ル
ー
ム
で
実
施
し
、
三
二
名
の
方
々

に
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
ま
ず
、『
中
小
企
業
現
場
活
性
化
支
援

事
業
の
紹
介
』
と
題
し
、
も
の
つ
く
り

大
学
製
造
学
科

教
授

関
根

次
雄

氏
よ
り
講
演
が
行
わ
れ
た
。
関
根
氏
は

中
小
企
業
が
抱
え
る
問
題
点
と
し
て
、

①
資
金
面
や
設
備
面
の
制
約
に
よ
り
、

生
産
性
・
品
質
性
向
上
の
改
善
が
難
し

い
、
②
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
に
よ
り
、
自
社

の
客
観
的
な
強
み
・
弱
み
の
分
析
が
難

し
い
、
③
課
題
解
決
の
た
め
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
費
用
の
捻
出
が
難
し
い
、
④

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
費
用
が
捻
出
で
き
て

も
経
営
改
善
の
た
め
の
実
務
ス
タ
ッ
フ

が
確
保
で
き
な
い
、
な
ど
が
あ
る
と
指

摘
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
課
題
解

決
の
た
め
、
も
の
づ
く
り
大
学
の
「
中

小
企
業
現
場
活
性
化
支
援
事
業
」
に
よ

り
、
現
場
改
善
指
導
の
プ
ロ
が
机
上
の

経
営
指
導
だ
け
で
な
く
、
現
場
で
の
業

務
改
善
支
援
や
人
材
育
成
等
を
通
じ
、

具
体
的
成
果
を
目
指
す
と
し
た
。

・
次
に
現
場
活
性
化
支
援
事
業
の
具
体
的

な
事
例
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

香
椎

文

隆

氏
、
五
十
嵐

賢
一

氏
よ
り
ご

説
明
い
た
だ
い
た
。

・
そ
の
後
、会
場
を
移
し
、意
見
交
換
会
・

交
流
会
を
開
催
し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
で

は
意
見
交
換
や
名
刺
交
換
が
活
発
に
行

わ
れ
、
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

第
七
講
が
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
八
日

㈬
十
時
か
ら
、
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
と
本
会
と
の
共
催
で
、With

you

さ
い
た
ま
で
開
催
さ
れ
、
四
九
名
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力
を
磨
く
」

を
テ
ー
マ
に
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
Ｃ
Ｄ
Ａ

河
崎
理
恵
子
氏

を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は

何
か
」「
あ
る
べ
き
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
像
に
つ

い
て
」
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
心
に

議
論
し
ま
し
た
。

講
座
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
多

く
の
人
と
の
情
報
交
換
に
よ
り
と
て
も
刺

激
を
受
け
た
」
な
ど
の
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
、
ほ
と
ん
ど
の
方
に
当
講
座
に
対
す
る

高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

第
八
講
が
平
成
二
十
七
年
十
二
月
五
日
㈯

十
時
か
ら
、
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
と
本
会
と
の
共
催
で
、W

ith
you

さ
い
た
ま
で
開
催
さ
れ
、
四
九
名
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
テ
ー
マ
に
、
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
Ｃ
Ｄ
Ａ

河
崎
理
恵
子
氏

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。
今
回

講
座
で
は
、「
相
手
や
周
囲
の
気
持
ち
や

感
情
を
尊
重
し
つ
つ
、
自
分
自
身
も
表
現

し
て
い
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
」
に
つ
い
て
、
学
び
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
に
関
し
て
は
、「
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
以
前

か
ら
興
味
が
あ
り
対
象
講
座
を
探
し
て
い

た
」
な
ど
の
声
が
上
が
り
、
関
心
の
高
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

交流会 開会挨拶 ものつくり大学
長谷川真一理事長

ものつくり大学産学連携セミナー

現場支援アドバイザーの方々

交流会
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埼玉県先端産業創造プロ
ジェクトにおいて、「医
療イノベーション：感染
症及びがんの早期検出・
診断薬の研究開発」を行
っている。埼玉大学の独
自技術を組み合わせ、埼
玉県内企業との共同開発
により新しい創薬研究を
実施している。

学歴・略歴
松岡 浩司
（まつおか こうじ）
1967年7月生・しし座。
1995年3月北海道大学大
学院理学研究科修了。博
士（理学）。1995年4月理
化学研究所奨励研究員、
1995年9月埼玉大学助手、
2001年1月助教授、2003
年10月米国デューク大学
客員助教授、2011年4月
から理工学研究科・物質
科学部門・教授。現在、オ
ープンイノベーションセ
ンター連携推進・知的財
産部門・部門長を兼務。専
門は有機合成と糖鎖工学。

腸管出血性大腸菌O157：H7
やインフルエンザといった感染症は、よく話題に
なる病気です。私たちは、ブドウ糖などとして知
られている糖が数個つながったオリゴ糖を利用し
て、これまでにそれら感染症の治療や予防に使え
そうな物質を作り出してきました。新しい物質を
作り出すためのコンセプトは生物を模倣すること
から得られています。ウイルスや菌にはたくさん
の糖鎖に結合するためのタンパク質がついている
ため、たくさんの糖鎖が結合した物質を作り出せ
ば、効果的に結合するであろうとの発想をもとに
これまでに無い物質を開発してきました。私たち
の細胞表面上にある糖鎖は自然に密集し、外来の
ウイルスや菌と強い相互作用を示しています。こ
の密集した部分を人工的に作り出そうとすること
が、私たちの発想になります。この様な糖鎖がた
くさん結合した物質を「糖鎖クラスター化合物」
と私たちは呼んでいます。糖鎖クラスター化合物
は、単独で存在する糖鎖と比べると桁違いに高い
生物活性を示します。すなわち、少ない量で同じ
結合の強さが得られることになります。複雑な糖
鎖の合成やそれらの糖鎖クラスター化合物の合成
には、有機化学と生化学の手法を利用しています。
さらに、プラステックを作る際に利用されている

重合反応も取り入れています。このようにして、
たくさんの糖鎖を集める技術と利用を目的とした
研究を埼玉大学から発信しています。また、現在、
埼玉県の先端産業創造プロジェクトに参画し、「感
染症及びがんの早期検出・診断薬の研究開発」を
遂行しています。ここでも、埼玉大学の独自技術
を組み合わせて、新しい薬の創出を目指していま
す。特に、糖鎖の代わりに別の生体分子を結合さ
せて、新しいクラスター化合物を創製するなどの
創薬研究開発を進めています。

略歴
坂西 友秀
（ばんざい ともひで）
1983年 名古屋大学大学
院教育学研究科博士後期
課程中退
1983年 埼玉大大学講師・
教育学部
1985年 同上助教授
2000年 同上教授

「青年団」をご存じでしょうか。
全国どこにもあった自治的な青年組織です。沖縄
から北海道まで、地域で働き生活する若者が組織
する「日本青年団協議会」があります。国県市町
村の議員も輩出してきました。毎年「青年問題研
究集会」と、スポーツ文化の祭典「青年大会」（東
京都共催）が開催されています。地方創生が謳わ
れる中、地道に地域の生活・文化・産業・自然環
境を守り、維持発展させてきました。「だんじり
祭」、「エイサー」、「琉球舞踊・芸能」等々の伝統
継承、東北大震災での復興活動等、青年の力なし
にはできません。
共に活動し30年になります。地域社会で、直面
する課題は尽きません。仕事に追われ悩みながら
も皆で協力し、地域を豊かにする活動を工夫して
います。現場と「理論」が融合する「アクション
リサーチ」そのものです。中小企業の割合は99％
を越えます。地域で生きる若者こそ、日本の産業
基盤を支える力です。若者は、地方・地域を「親
和的」に見、好感を持って受けとめています。た
だ、多忙な毎日が、地域活動への参加を消極的に
しています。
心理学は、西洋から輸入され、社会に応用され
ました。智能テストは、産業や教育に活用されま

した。兵士選別にも利用されました。心理学史を
知ることは、その社会的役割を理解する一助にな
ります。「満洲心理学會」が設立され、台湾に「台
北帝国大學」、朝鮮に「京城帝国大學」が設置さ
れ、日本心理学会が開かれました。日本企業は世
界に進出しています。「ノーベル賞受賞、科学や
文化での平和的貢献はありがたい。私たちを信頼
し、受け入れてくれるから」、ミュンヘンの日本
女性のことばです。「西大門刑務所歴史館」・「革
命烈士記念稜園」・「ダッハウ強制収容キャン
プ」・「オラデュール村」「ノルマンジー」は、戦
争の狂気を教えています。心理学を「平和」につ
なげたいと思います。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第999999999999999999999999222222222222222222222222回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

「埼玉大学発、創薬を目指した研究開発！」
埼玉大学 大学院理工学研究科 物質科学部門 松 岡 浩 司 教授

地域を維持する若者の力
埼玉大学 教育学部 心理・教育実践学講座 坂 西 友 秀 教授

―14―



���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������

日本の高度成長期を支えた生産形態は少種大量生産方式で、
その時代の成功体験がベテランの作業者や企業体質として深く
残っている企業が多く存在します。当時は生産効率や品質重視
が中心で、納期の遵守はあっても抜本的なリードタイム短縮の
ことは考えなかった訳で、表1示すような考え方がどこの部署
においても深く残っていて、これらが現代の多品種少量生産に
合わせた現場改革を行う際に大きな障壁となります。
そこで現場改革に当たっては、まず意識改革の指導から行う
必要があり、表の固定観念例に対しては、必要な時に必要なモ
ノを必要な量だけ作ることに徹し、工程が離れているから運搬
が必要なので、工程同士を近づけよう。トラブルは起こらないよ
うに、起こった場合は直ぐに対策できるしかけ作りが大切であ
り、段取り替えは回数を減らすのではなく、時間を短縮して稼
働率を上げることを考えよう。と言った指導が必要になります。
更に、図1に示すように、様々な製造現場の製造 LTを分析
すると、付加価値を生む仕事をしている時間は全体の10％に満
たない程わずかで、大半はモノが停滞したり、運搬したりの待
ち時間で、この比率が大きい現場ほど、Q・C・D・Sの問題が

多いと言われます。従って、現在の現場改革のポイントは LT
短縮の重要性に意識を如何に強く持てるかにかかっていると言
えます。
2015年7月よりものつくり大学にて「中小企業現場活性化支
援事業」を開始しました。製造現場の改革・改善で豊富な経験
を持つ支援ア
ドバイザーが
実際に皆様の
工場に伺って、
スタッフの意
識改革から具
体的な現場改
善の進め方や
各種改革技法
の使い方等に
ついて支援致
します。

埼玉県における地域の活性化について
考えています。大都市東京に隣接する県
では、そのアイデンティティを見失いが

ちです。地域の活性化を考える上で大切な要素は、その個性の
再発見とアピールにあると考えます。事例として、秩父市にお
いて現在取り組んでいる3つのテーマについて紹介します。
第一のテーマとして、公共建築の再構成があります。継続し
てきた市町村合併の調査活動が具体的に発展し、秩父市役所本
庁舎及び秩父宮市民会館建設基本構想に結実しました。さらに、
文化施設の統廃合調査などを発展させ「まちを有機的につなぎ、
秩父の歴史と文化を生かした個性あるまちづくり」をコンセプ
トとしたマスタープランを提案しています。
第二のテーマとして、地域文化の継承を考えてきました。秩
父神社御鎮座二千百年奉祝事業として御旅所整備工事が行われ
ており、その基本設計及び設計監修に携わっています。秩父夜
祭は、秩父のシンボルであり、秩父文化の華です。地元の工務
店や職人の皆さんによる地域文化の継承を目指しており、12月

の夜祭りでお披露目されます。その他文化財の有効活用を提案
しています。
第三のテーマとして、秩父産木材の利活用について、各方面
で検討しています。秩父やまなみ街道物産販売所の設計を大学
と埼玉県道路公社及び皆野商工会との共同事業として行いまし
た。「地元の食材を地元の木でつくられた空間で楽しむ場」を
学生達とデザイン
しました。木材を
使ったデザインが
評価され、商業上
も観光上も成功し
た事例となりまし
た。さらに秩父産
木材を使ったモデ
ル住宅の設計及び
研究を行っていま
す。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第777777777777777777777777333333333333333333333333回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

ものづくり現場改革は意識改革から
製造学科 関 根 次 雄 教授

関根 次雄（せきね つぎお）教授 宇都宮大学工学部精密工学科卒業、株式会社日立製作所を経て、2013年4月よりものつく
り大学教授。生産工学・生産管理が専門。（連絡先：048‐564‐3845／sekine@iot.ac.jp）

個性ある地域活性化…秩父市の場合
建設学科 大 島 博 明 教授

大島 博明（おおしま ひろあき）教授、建築家、千葉大学大学院工学研究科修了、坂倉建築研究所にて多くの公共建築や民間
建築設計を担当、都市建築デザイン研究室、熊谷高校出身。専門分野：公共建築の再構成、幼児施設に関する研究及び地域の活
性化（連絡先：048‐564‐3884／oshima@iot.ac.jp）
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�調査対象 ……………………………560社
有効回答数 ………………………178社
回収率……………………………31．8％

�業種内訳 �内製造業………………85社
�内非製造業……………93社

�資本金別
�5000万円以下………………………90社
�5000万円超～1億円以下…………40社
�1億円超～3億円以下……………8社
�3億円超……………………………40社

企業経営動向調査（2015年度第3回〈15年10月調査〉）結果
調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果
Ⅰ．景況判断（DI＝「上昇」－「下降」）

�景況判断は、前回調査比、現状は製造
業、非製造業ともに小幅の悪化。先行
きも現状比ほぼ横ばいで推移し改善は
みられないものの、DI の水準はゼロ
近傍となっている。

15年10月

－4

－8

0

－2

－2

－1

15年7月

1

－6

8

－6

－9

－3

1．国内景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�業界の景気は、前回調査比。現状、先
行きともに、横ばいで推移。DI 水準
は現状「－16」、先行き「－17」と依
然、厳しい状況が続いている。

15年10月

－16

－26

－7

－17

－20

－14

15年7月

－15

－21

－10

－19

－27

－12

2．業界の景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�自社の業況は、前回調査比、現状、先
行きともに、小幅改善、DI の水準は
ゼロ近傍となっている。

15年10月

－3

－6

－1

－1

－2

1

15年7月

－8

－10

－7

－6

－11

0

3．自社の業況DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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Ⅱ－1．経営動向（売上高）
（注）15／7－9月期、10－12月期の上段の（ ）内の数値は15年7月調査時の見通し

�7－9月期実績は、製造業、非製造業ともに
大幅に改善したものの、前回調査時の見通し
を下回った。

�今後の見通しについては、10－12月期は前期
比で横ばい。1－3月期には前期比10ポイン
ト程度悪化する見込み。

見 通 し

16／1－3

8

13

4

10－12

（16）
18

（14）
21

（17）
15

実 績

7－9

（23）
14

（28）
17

（18）
12

4－6

－7

－8

－5

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�7－9月期実績は、製造業、非製造業ともに
改善したものの、前回調査時の見通しを下回
った。

�今後の見通しについては、10－12月期は前期
比ほほ横ばい。1－3月期には、製造業は横
ばいで推移するものの、非製造業が14ポイン
ト悪化し、DI はマイナスに転じる見込み。

見 通 し

16／1－3

3

11

－3

10－12

（24）
10

（25）
9

（23）
11

実 績

7－9

（18）
6

（27）
7

（9）
4

4－6

－7

－8

－5

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

Ⅲ．その他

�最近のDI をみると、前回調査比横ば
いで推移、やや過剰な状況が続くが。
製造業、非製造業ともに、わずかでは
過剰感が低下する傾向がみられる。

�先行きのDI をみると、製造業、非製
造業ともに、過剰感が低下し、非製造
業では過剰感は解消される見込み。

15年10月

10

17

4

－2

5

－9

15年7月

8

11

5

－2

0

－5

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近のDI は前回調査比ほぼ横ばいで
推移し、概ね適正水準と見込まれる。

�また、先行きのDI も現状比横ばいで
推移し、概ね適正水準が続くものと見
込まれる。

15年10月

2

2

1

2

6

－2

15年7月

1

3

0

0

4

－4

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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�最近のDI は依然、非製造業で大幅不
足の状況が継続。製造業は「－4」や
や不足の状況が続くとみている。

�先行きDI は現状比で製造業は横ばい
であるが、非製造業では「－47」と不
足感がさらに高まり、人材確保が極め
て厳しい状況が続くものと見込まれる。

15年10月

－20

－4

－36

－27

－5

－47

15年7月

－20

－8

－32

－28

－11

－44

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近のDI は前回調査比でほぼ横ばい
で推移し、資金繰り繁忙感はみられな
い。

�先行きDI も現状比横ばいとなり、繁
忙感は感じられない。

15年10月

6

2

10

8

5

11

15年7月

8

6

11

5

3

8

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近のDI は、前回調査比製造業は横
ばいで推移するものの、非製造業は
「－7」と下落するとの見方が多くな
った。

�先行きのDI も前回調査比概ね横ばい
で推移。製造業、非製造業ともに下落
傾向が続くものと見ている。

15年10月

－10

－14

－7

－13

－13

－13

15年7月

－5

－15

5

－9

－21

3

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近並び先行きのDI は前回調査比と
もに横ばいで推移。製造業、非製造業
ともに、依然、仕入価格は上昇すると
の見方が圧倒的に多くなっている。

15年10月

18

20

16

23

28

17

15年7月

25

28

22

24

29

19

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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第
一
回
上
條
会
長
杯
争
奪
戦

会
員

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
十
一
月
二
七
日

㈮
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
笹
井
コ
ー

ス
に
お
い
て
、
三
一
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
た
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
本
会
根
岸

専
務
理
事
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、
細

沼
哲
夫
競
技
委
員
長
（
日
本
伸
管
代
表

取
締
役
会
長
）
か
ら
開
会
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
ル
ー
ル
説
明
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
プ
レ

ー
は
ア
ウ
ト
・
イ
ン
同
時
に
ス
タ
ー
ト

し
、
日
頃
の
腕
前
を
競
っ
た
。

上
條
会
長
杯（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
）

は
、
ア
ウ
ト
四
六
、
イ
ン
四
三
、
グ
ロ

ス
八
九
、
ネ
ッ
ト
七
三
・
四
で
松
浦
広

展
氏
（
五
大
工
業
社
長
）
が
総
合
優
勝

し
た
。

準
優
勝
は
、
ア
ウ
ト
四
五
、
イ
ン
四

〇
、
グ
ロ
ス
八
五
、
ネ
ッ
ト
七
四
・
二

で
植
田
耕
作
氏
（
日
本
メ
タ
ル
ガ

ス
ケ
ッ
ト
会
長
）
が
受
賞
し
た
。

ま
た
植
田
氏
は
シ
ニ
ア
の
部
、
グ

ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の
部
に
お
い
て
も

優
勝
と
な
っ
た
。

（
主
な
成
績
は
別
表
の
通
り
）

表
彰
式
は
、
細
沼
競
技
委
員
長

の
開
会
挨
拶
の
後
、
表
彰
式
に
移

り
、
会
長
杯
が
上
條
会
長
よ
り
授

与
さ
れ
、
そ
の
他
各
賞
の
賞
品
は
、

細
沼
競
技
委
員
長
よ
り
、
授
与
さ

れ
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
は
、
各
賞
を

獲
得
さ
れ
た
方
々
や
初
参
加
者
の

ス
ピ
ー
チ
等
で
盛
り
上
が
り
、
当

初
目
的
の
懇
親
が
図
ら
れ
た
。

な
お
、
次
回
は
、
五
月
二
七
日

㈮
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
豊
岡

コ
ー
ス
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

第

一

回

上
條
会
長
杯
争
奪
戦

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

松
浦
広
展
氏
（
五
大
工
業
社
長
）
が

総
合
優
勝

第1回上條会長杯争奪戦 親睦ゴルフ大会主要結果
〈平成27年11月27日㈮ 武蔵カントリー倶楽部 笹井コース〉

1．上位入賞者 （ダブルぺリア／敬称略）

順位 氏 名 会 社 名 役職名 アウト イン グロス HC ネット

優勝 松浦 広展 五 大 工 業 社長 46 43 89 15．673．4

準優勝 植田 耕作 日本メタルガスケット 会長 45 40 85 10．874．2

3位 中野 和典 大川ホールディングス 取締役 49 51 100 25．274．8

4位 遠山 善彦 遠 山 鐡 工 所 社長 49 44 93 18．075．0

5位 細野 博隆 川口鋳物工業協同組合 専務理事 44 42 86 10．875．2

べスグロ 植田 耕作 日本メタルガスケット 会長 45 40 85 10．874．2

2．シニアの部

優勝 植田 耕作 日本メタルガスケット 会長 45 40 85 10．874．2

準優勝 細野 博隆 川口鋳物工業協同組合 専務理事 44 42 86 10．875．2

3．グランドシニア

優勝 植田 耕作 日本メタルガスケット 会長 45 40 85 10．874．2

上
條
正
仁
会
長
か
ら
優
勝
杯
を
授
与
さ

れ
る
五
大
工
業
松
浦
広
展
社
長
（
右
）

シ
ニ
ア
・
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
優
勝
、
べ

ス
グ
ロ
賞
の
日
本
メ
タ
ル
ガ
ス
ケ
ッ
ト

植
田
耕
作
会
長
（
左
）

境
野
養
鶏

境
野
徳
夫
社
長

大
川
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

中
野
和
典
取
締
役

遠
山
鐡
工
所

遠
山
善
彦
社
長

司
法
書
士
法
人
え
ん
ど
う
グ
ル

ー
プ
遠
藤
省
吾
代
表

富
士
山
を
バ
ッ
ク
に
朝
の
集
合
写
真
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冬
の
節
電
に
御
協
力
を

彩
の
国
ビ
ジ
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ

2
0
1
6
に
御
来
場
く
だ
さ
い

彩の国ビジネスアリーナ2015の様子

サ
ー
ビ
ス
産
業
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

平
成
27
年
度
埼
玉
県
お
も
て
な
し

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

お
も
て
な
し
宣
言
事
業
所

を
募
集
し
て
い
ま
す

県
内
職
業
訓
練
校
の
作
品
展
示
会

【
彩
の
国
総
合
技
能
展
】

昨年度の「彩の国総合技能展」の様子

こ
の
冬
の
東
京
電
力
管
内
の
電
力
需
給

に
つ
い
て
は
、
余
裕
が
あ
る
と
の
見
通
し

が
政
府
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
見
通
し
に
お
い
て
は
企

業
や
家
庭
に
お
け
る
節
電
の
定
着
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
厳
寒
に
よ
る
需
要

急
増
や
火
力
発
電
所
の
不
測
の
停
止
な
ど

に
よ
り
、
電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
引
き
続
き
無
理
の
な
い
範

囲
で
着
実
に
節
電
を
実
施
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

節
電
を
お
願
い
す
る
の
は
、
平
成
27
年

12
月
1
日
㈫
〜
平
成
28
年
3
月
31
日
㈭
の

平
日
9
時
〜
21
時
で
す
。

具
体
的
な
節
電
メ
ニ
ュ
ー
等
に
つ
い
て

は
、
政
府
の
節
電
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
御

覧
く
だ
さ
い
。

http
://setsuden.go.jp/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
7
2
3
）

平
成
28
年
1
月
27
日
㈬
と
1
月
28
日
㈭

に
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
「
彩

の
国
ビ
ジ
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ
2
0
1
6
」
を

開
催
し
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
埼
玉
県
を
中
心
に

関
東
甲
信
越
地
域
の
広
域
的
な
取
引
や
技

術
の
交
流
を
す
す
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
に
開
催
し
て
い

る
国
内
最
大
級
の
展
示
商
談
会
で
す
。

当
日
は
経
営
に
役
立
つ
講
演
会
等
も
行

い
ま
す
。
是
非
御
来
場
く
だ
さ
い
。

公
式
Ｈ
Ｐ
か
ら
事
前
に
入
場
登
録
を
さ

れ
た
方
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
御
入
場
い
た
だ

け
ま
す
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://bizm

atch.saitam
a-j.or.jp/

�
問
い
合
わ
せ
先

埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

（
0
4
8
―
6
4
7
―
4
0
8
6
）

県
産
業
支
援
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
1
0
）

県
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
事
業
者
を
身

近
で
支
援
す
る
機
関
や
専
門
家
な
ど
の
連

携
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
者
の

成
長
（
新
サ
ー
ビ
ス
づ
く
り
・
多
店
舗
化

等
）
を
後
押
し
す
る
「
サ
ー
ビ
ス
産
業
事

業
者
応
援
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
本
事
業
の
連
携
支
援
事
例

発
表
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
奮
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

�
開
催
日
時

2
月
1
日
㈪
14
時
30
分
〜

17
時
20
分
。
終
了
後
、
交
流
会
（
一
時

間
程
度
）

�
開
催
場
所

新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ

ラ
ザ
（
さ
い
た
ま
市
）

�
基
調
講
演

サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
（
株
式
会

社
埼
玉
種
畜
牧
場
）
代
表
取
締
役
社
長

笹
﨑
静
雄
氏

�
支
援
事
例
発
表

地
域
連
携
モ
デ
ル
チ

ー
ム（
熊
谷
・
狭
山
・
春
日
部
・
鴻
巣
・

寄
居
・
越
谷
地
区
）

�
対
象

サ
ー
ビ
ス
産
業
に
関
連
す
る
事

業
者
、
県
内
商
工
団
体
・
金
融
機
関
の

担
当
者
や
事
業
者
支
援
に
携
わ
る
方
等

�
費
用

無
料
（
交
流
会
に
参
加
す
る
場

合
は
会
費
1
、0
0
0
円
）

そ
の
他
詳
細
及
び
お
申
し
込
み
は
県
Ｈ

Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/a08
02/serviceouen/27jireihappyou.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
7
5
4
）

お
も
て
な
し
宣
言
事
業
者
な
ど
の
関
係

事
業
者
を
対
象
に
、
有
識
者
に
よ
る
基
調

講
演
や
先
進
的
な
実
践
例
の
紹
介
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

是
非
御
参
加
く
だ
さ
い
。

�
日
程

2
月
5
日
㈮
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

�
会
場

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
浦
和

パ
ル
コ
9
階
）
第
15
集
会
室

�
テ
ー
マ

「
愛
県
心
と
お
も
て
な
し
」

�
講
師

玉
井
和
博
氏
（
立
教
大
学
観
光
学
部
特

任
教
授
）

※
入
場
無
料
・
事
前
申
し
込
み
必
要

Ｈ
Ｐ「
お
も
て
な
し
埼
玉
」で
検
索
、又
は

http://w
w
w
.om
otenashi-saitam

a.jp/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
観
光
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
5
5
）

県
で
は
、「
来
て
よ
か
っ
た
、
ま
た
来
た

い
」
と
実
感
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
目
指

し
て
、「
お
も
て
な
し
力
」
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
ら
実
践

す
る
お
も
て
な
し
の
取
組
を
宣
言
す
る
事

業
所
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

�
募
集
対
象

県
内
企
業
・
団
体
（
営
業
所
、
支
店
、

グ
ル
ー
プ
な
ど
の
単
位
で
も
登
録
可
）

�
宣
言
方
法

お
も
て
な
し
に
関
す
る
宣
言
文
を
3
つ

以
上
作
成
し
、「
埼
玉
県
お
も
て
な
し
力

向
上
実
行
委
員
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
フ
ォ
ー
ム
に

入
力
す
る
だ
け
な
の
で
簡
単
で
す
。

�
宣
言
特
典

Ｈ
Ｐ
で
、
宣
言
事
業
所
で
あ
る
こ
と
や

各
事
業
所
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
ま

た
「
お
も
て
な
し
宣
言
ス
テ
ッ
カ
ー
」
と

お
も
て
な

し
に
つ
い

て
の
事
例

や
観
光
ス

ポ
ッ
ト
等

を
学
べ
る

「
お
も
て

な
し
サ
ポ

ー
ト
ブ
ッ

ク
」
を
差

し
上
げ
ま

す
。

Ｈ
Ｐ「
お
も
て
な
し
埼
玉
」で
検
索
、又
は

http://w
w
w
.om
otenashi-saitam

a.jp/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
観
光
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
5
5
）

県
内
の
職
業
訓
練
校
が
合
同
で
訓
練
生

の
作
品
を
展
示
す
る
「
彩
の
国
総
合
技
能

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
頃
の
鍛
錬
に
よ
る
優
れ
た
作
品
を
是

非
御
覧
い
た
だ
き
、
訓
練
生
の
高
い
技
術

力
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。
多
く
の
方
々

の
御
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�
日
程

1
月
23
日
㈯
10
時
〜
18
時

1
月
24
日
㈰
10
時
〜
16
時

�
会
場

ウ
ェ
ス
タ
川
越
（
川
越
市
新
宿
町
1
―

17
―
17
、
Ｊ
Ｒ
・
東
武
線
川
越
駅
西
口

徒
歩
5
分
）

※
入
場
無
料
・
事
前
申
込
み
不
要

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
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八

兼
業
禁
止
義
務
を

め
ぐ
っ
て

（
第
3
回
）

わ
が
国
の
労
働
契
約
法
で
は
、「
労

働
者
及
び
使
用
者
は
、
労
働
契
約
を
遵

守
す
る
と
と
も
に
、
信
義
に
従
い
誠
実

に
権
利
を
行
使
し
、
及
び
義
務
を
履
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
第
三
条
第

四
号
）
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
使
用
者

の
み
な
ら
ず
「
労
働
者
」
も
、「
義
務

を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の

労
働
者
へ
の
義
務
の
規
定
に
関
し
、
本

シ
リ
ー
ズ
で
は
、
労
働
者
の
兼
業
禁
止

義
務
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
就
業
規
則
等
に
お
い
て
は
、
一

般
に
労
働
者
が
使
用
者
の
許
可
な
く
他

の
企
業
に
お
い
て
就
業
す
る
こ
と
を
禁

止
し
、
そ
の
違
反
に
つ
い
て
の
懲
戒
事

由
を
定
め
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
か

し
、
勤
務
時
間
中
は
と
も
か
く
、
勤
務

時
間
外
に
お
い
て
は
、
労
働
者
は
、
本

来
使
用
者
の
支
配
を
離
れ
て
自
由
で
あ

る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
勤
務
時
間
外
の

就
労
の
問
題
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
兼

業
禁
止
の
制
限
の
合
理
性
が
問
題
と
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
裁
判
例
の
大
勢

は
、
就
業
規
則
で
二
重
就
職
（
兼
業
）

を
禁
止
す
る
こ
と
自
体
は
、
そ
の
合
理

性
を
一
般
に
肯
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
就
業
規
則
の
「
会
社
の
承
認
を

得
な
い
で
在
籍
の
ま
ま
、
他
に
雇
わ
れ

た
と
き
」
と
い
っ
た
懲
戒
規
定
は
、
労

働
者
が
就
業
時
間
外
に
適
度
な
休
養
を

と
る
こ
と
は
誠
実
な
労
務
提
供
の
た
め

の
基
礎
的
条
件
で
あ
り
、
ま
た
、
兼
業

の
内
容
に
よ
っ
て
は
会
社
の
経
営
秩
序

等
を
害
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
か
ら
で

あ
り
、
こ
の
点
合
理
性
を
有
す
る
と
し

た
も
の
も
多
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

第
一
〇
八
回
で
兼
業
禁
止
の
合
理
的
理

由
に
つ
い
て
五
つ
の
事
項
を
掲
げ
て
い

る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

4

兼
業
禁
止
を
め
ぐ
る
判
例
の

事
例
に
つ
い
て
（
そ
の
3
）

―
他
に
雇
用
さ
れ
た
こ
と
が
違
反
と
し

て
処
分
が
認
め
ら
れ
た
も
の
（
そ
の

2
）
―

㈤
タ
ク
シ
ー
会
社
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手

が
「
許
可
な
く
在
籍
の
ま
ま
他
に
就

業
」
し
た
と
し
て
、
非
番
の
日
を
利

用
し
て
風
呂
釜
、
湯
沸
器
等
ガ
ス
器

具
の
修
理
販
売
等
を
業
務
内
容
と
す

る
会
社
に
お
い
て
、
営
業
活
動
を
行

っ
て
い
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
懲
戒

解
雇
が
有
効
と
さ
れ
た
事
例

本
件
事
例
は
、
タ
ク
シ
ー
業
を
営
む

被
告
会
社
と
労
働
契
約
を
締
結
し
、
以

来
被
告
会
社
に
お
い
て
タ
ク
シ
ー
運
転

の
業
務
に
従
事
し
て
き
た
原
告
が
、
就

業
規
則
の
「
許
可
な
く
在
籍
の
ま
ま
他

に
就
職
、
ま
た
は
就
任
し
、
あ
る
い
は

自
己
の
営
業
を
し
た
と
き
」
に
違
反
し
、

風
呂
・
ガ
ス
器
具
等
の
修
理
、
販
売
等

を
内
容
と
す
る
会
社
の
営
業
を
し
て
お

り
、
非
番
も
し
く
は
公
休
日
を
利
用
し

て
営
業
活
動
を
継
続
し
て
い
た
こ
と
が

判
明
す
る
に
至
っ
た
。

そ
の
業
務
内
容
は
、
一
日
数
ヶ
所
の

顧
客
を
回
っ
て
風
呂
桶
の
取
付
け
、
修

理
等
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
非
番
の
一

日
中
の
殆
ど
を
費
し
、
か
つ
肉
体
的
に

も
決
し
て
軽
作
業
と
は
言
え
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
次
の
よ

う
に
判
示
し
て
、
本
件
懲
戒
解
雇
を
有

効
と
認
め
た
。

す
な
わ
ち
、「
余
暇
を
い
か
に
利
用

す
る
か
は
原
則
と
し
て
労
働
者
の
自
由

に
決
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
余
暇
の

利
用
に
は
副
業
を
営
む
こ
と
も
含
ま
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
乗
客
の
生
命
、
身
体
を
預
か
る
タ

ク
シ
ー
会
社
に
と
っ
て
事
故
を
防
止
す

る
こ
と
は
企
業
存
続
上
の
至
上
命
題
で

あ
り
、
社
会
的
に
要
請
さ
れ
て
い
る
使

命
で
も
あ
る
か
ら
、
従
業
員
た
る
運
転

手
が
非
番
の
日
に
十
分
休
養
を
取
り
体

調
を
万
全
な
も
の
と
す
る
よ
う
に
期
待

し
、
且
つ
、
心
労
や
悩
み
の
原
因
と
な

る
事
由
を
で
き
る
だ
け
排
除
し
、
も
っ

て
安
全
運
転
を
確
保
す
る
と
共
に
、
従

業
員
の
会
社
に
対
す
る
労
務
提
供
を
十

全
な
も
の
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
こ
と

は
当
然
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
か

ら
被
告
が
従
業
員
の
副
業
を
懲
戒
解
雇

事
由
と
し
て
禁
止
し
て
い
る
こ
と
に
は

十
分
な
合
理
性
が
あ
る
も
の
と
解
す
べ

き
で
あ
る
。
し
か
る
と
こ
ろ
、
前
記
認

定
に
よ
れ
ば
、
原
告
が
従
事
し
て
い
た

副
業
は
、
曽
て
は
本
業
と
し
て
い
た
程

の
営
業
で
あ
り
、
売
上
高
や
利
益
は
原

告
自
身
が
述
べ
る
と
お
り
現
在
で
も
相

当
額
に
達
し
、
単
な
る
ア
ル
バ
イ
ト
か

ら
の
臨
時
収
入
と
い
え
な
い
程
原
告
の

生
計
に
と
っ
て
不
可
欠
な
規
模
に
達
し

て
お
り
、
原
告
自
身
が
そ
の
販
売
、
配

達
、
据
付
、
修
理
等
の
労
務
に
従
事
す

る
こ
と
に
よ
り
、
非
番
等
の
日
に
お
け

る
心
身
の
休
養
時
間
が
少
な
く
な
る
の

み
な
ら
ず
、
経
営
上
の
悩
み
や
心
労
を

伴
う
こ
と
が
不
可
避
で
あ
る
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
原
告
は
、

被
告
会
社
に
お
い
て
副
業
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
い
な
が

ら
、
就
職
後
も
継
続
し
て
右
の
副
業
に

従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
原
告
が
右
の
と
お
り

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
一
〇
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
２４
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�
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副
業
を
行
い
な
が
ら
被
告
会
社
の
運
転

業
務
に
携
る
こ
と
に
よ
り
、
事
故
防
止

と
い
う
タ
ク
シ
ー
会
社
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
の
達
成
が
危
う
く
な
る
と
共
に
、

従
業
員
の
会
社
に
対
す
る
労
務
提
供
の

確
保
と
い
う
目
的
も
達
せ
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
原
告

が
右
の
と
お
り
副
業
を
行
っ
て
い
た
こ

と
は
懲
戒
解
雇
事
由
に
該
当
す
る
。」

（
平
成
元
・
二
・
一
六
仙
台
地
裁
判
決
、

辰
巳
タ
ク
シ
ー
事
件
、
判
タ
六
九
六
号

一
〇
八
頁
）
と
判
示
し
た
。

㈥
製
鐵
所
の
構
内
輸
送
の
業
務
に
従
事

し
て
い
た
者
が
就
業
規
則
に
反
し
、

就
業
時
間
外
に
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手

と
し
て
乗
車
し
兼
業
し
て
い
た
こ
と

に
つ
い
て
、
単
な
る
余
暇
利
用
と
は

異
な
る
と
し
て
誠
実
勤
務
に
違
反
す

る
と
し
懲
戒
解
雇
が
有
効
と
さ
れ
た

事
例

本
件
は
、
製
鐵
所
の
構
内
輸
送
業
務

に
大
型
特
殊
自
動
車
運
転
手
と
し
て
従

事
し
、
作
業
長
に
昇
格
し
て
い
た
原
告

が
、
時
間
外
に
タ
ク
シ
ー
会
社
の
運
転

手
と
し
て
就
業
し
て
い
た
こ
と
が
、「
社

命
又
は
許
可
な
く
他
に
就
職
し
た
と
き

は
」
懲
戒
解
雇
に
処
す
る
旨
定
め
た
就

業
規
則
に
違
反
す
る
こ
と
を
理
由
に
懲

戒
解
雇
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
件
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
次
の
よ

う
に
判
決
し
て
本
件
解
雇
を
有
効
と
認

め
た
。

ま
ず
、「
原
告
は
、
前
記
就
業
規
則

の
定
め
は
公
序
良
俗
に
反
し
無
効
で
あ

る
旨
主
張
す
る
。

た
し
か
に
、
労
働
者
は
、
勤
務
時
間

外
に
お
い
て
は
、
本
来
使
用
者
の
支
配

を
離
れ
自
由
な
は
ず
で
あ
る
が
、
勤
務

時
間
外
の
事
柄
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が

勤
務
時
間
中
の
労
務
の
提
供
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、

一
定
限
度
の
規
制
を
受
け
る
こ
と
は
や

む
を
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を

い
わ
ゆ
る
兼
業
の
禁
止
に
つ
い
て
み
る

に
、
労
働
者
が
就
業
時
間
外
に
お
い
て

適
度
な
休
養
を
と
る
こ
と
は
誠
実
な
労

務
の
提
供
の
た
め
の
基
礎
的
条
件
で
あ

り
、
ま
た
、
兼
業
の
内
容
に
よ
っ
て
は

使
用
者
の
経
営
秩
序
を
害
す
る
こ
と
も

あ
り
う
る
か
ら
、
使
用
者
と
し
て
労
働

者
の
兼
業
に
つ
き
関
心
を
持
つ
こ
と
は

正
当
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
労
働
者

の
兼
業
を
使
用
者
の
許
可
な
い
し
承
認

に
か
か
ら
せ
る
こ
と
も
一
般
的
に
は
許

さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

前
記
就
業
規
則
の
定
め
を
当
然
に
無
効

で
あ
る
と
す
る
原
告
の
主
張
は
、
採
用

し
難
い
。」
と
就
業
規
則
の
兼
業
禁
止

規
定
は
有
効
と
判
示
し
た
。

次
に
タ
ク
シ
ー
運
転
手
と
の
兼
職
の

点
に
つ
い
て
、「
そ
こ
で
、
本
件
に
つ

い
て
具
体
的
に
み
る
に
、
原
告
の
兼
業

が
Ｍ
交
通
株
式
会
社
と
の
継
続
的
な
雇

用
契
約
に
よ
る
も
の
か
、
単
な
る
ア
ル

バ
イ
ト
的
な
も
の
で
あ
る
の
か
は
必
ず

し
も
判
然
と
し
な
い
が
、
そ
の
勤
務
時

間
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
被
告
会
社
の

就
業
時
間
と
重
複
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
、

時
に
深
夜
に
も
及
ぶ
も
の
で
、
た
と
え

ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
余

暇
利
用
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
被
告
へ

の
誠
実
な
労
務
の
提
供
に
支
障
を
来
す

蓋
然
性
は
極
め
て
高
い
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
前

記
就
業
規
則
の
定
め
が
い
わ
ゆ
る
ア
ル

バ
イ
ト
を
含
め
て
一
切
の
兼
業
を
禁
止

す
る
も
の
と
は
解
し
得
な
い
と
し
て
も
、

原
告
の
本
件
兼
業
が
前
記
就
業
規
則
の

禁
止
す
る
兼
業
に
該
当
す
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
、
本
件
証
拠
中
に
現
れ
た

被
告
会
社
の
他
の
従
業
員
に
み
ら
れ
る

兼
業
と
は
性
質
を
異
に
す
る
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
し
た
。

そ
し
て
、「
原
告
は
ま
た
、
被
告
が

原
告
か
ら
仕
事
を
奪
い
、
か
つ
賃
金
を

低
劣
な
水
準
に
押
さ
え
込
ん
で
き
た
の

で
あ
る
か
ら
、
原
告
の
兼
業
は
緊
急
避

難
な
い
し
正
当
防
衛
行
為
で
あ
る
と
主

張
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
告
の
右

主
張
は
、
被
告
が
原
告
に
対
し
て
執
っ

た
各
処
分
な
い
し
措
置
が
不
当
労
働
行

為
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で

あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
こ
と
自
体
否
定
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
記
の

と
お
り
で
あ
り
、
原
告
が
被
告
会
社
に

お
い
て
受
け
た
処
遇
の
原
因
は
主
と
し

て
原
告
自
身
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
か
ら
、
原
告
の
右
主
張
は
採
用
し
が

た
い
。」
と
判
示
し
た
（
平
成
三
・
七
・

二
二
名
古
屋
地
裁
判
決
、
日
通
名
古
屋

製
鉄
作
業
株
式
会
社
事
件
、
労
判
六
〇

八
号
五
九
頁
）。

5

兼
職
禁
止
規
定
に
よ
る
懲
戒

処
分
が
無
効
と
さ
れ
た
事
例

兼
職
禁
止
の
問
題
は
、
就
業
時
間
外

に
お
け
る
副
業
的
な
就
労
の
禁
止
で
あ

り
、
本
稿
第
一
〇
八
回
で
述
べ
た
よ
う

な
五
つ
の
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

が
、
二
重
就
職
的
な
場
合
に
お
い
て
、

就
業
時
間
外
の
ア
ル
バ
イ
ト
的
で
僅
少

な
時
間
の
利
用
の
場
合
に
ま
で
禁
止
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
点
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。
以
下
、
こ
の
よ
う
な
事
例

の
裁
判
例
を
紹
介
す
る
。

㈠
会
社
の
許
可
の
な
い
在
職
中
の
他
社

に
お
け
る
就
業
で
あ
っ
て
も
、
回
数

が
少
な
く
会
社
の
就
業
に
影
響
の
な

い
ア
ル
バ
イ
ト
的
な
場
合
に
は
、
禁

止
さ
れ
る
兼
業
に
は
該
当
す
る
も
の

の
会
社
の
相
当
数
の
社
員
が
行
っ
て

お
り
、会
社
の
指
導・注
意
も
な
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
懲
戒
解

雇
ま
で
は
酷
で
あ
る
と
さ
れ
た
事
例

本
件
は
、
タ
ク
シ
ー
会
社
の
運
転
手

が
、
会
社
の
就
業
時
間
が
午
前
八
時
か

ら
翌
日
の
午
前
二
時
ま
で
で
、
勤
務
終

了
の
日
が
非
番
日
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
、
会
社
に
無
断
で
、
非
番
日
の
午
前

八
時
か
ら
午
後
四
時
四
五
分
ま
で
輸
出

車
の
移
送
、
船
積
み
等
を
す
る
ア
ル
バ

イ
ト
を
一
箇
月
平
均
七
、
八
回
行
っ
て

い
た
こ
と
が
、
就
業
規
則
の
規
定
に
よ

っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
兼
職
に
あ
た
る

と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
処
分
と
し

て
は
、
解
雇
ま
で
は
酷
と
さ
れ
、
解
雇

が
無
効
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い

る
。「
債
務
者
の
就
業
規
則
は
会
社
の

事
前
承
諾
を
得
な
い
従
業
員
の
兼
職
を
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禁
止
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、

労
働
者
は
原
則
と
し
て
労
働
契
約
に
定

め
ら
れ
た
労
働
時
間
の
み
服
務
す
る
義

務
を
負
う
も
の
で
あ
る
し
、
右
就
業
規

則
に
お
い
て
兼
業
禁
止
違
反
の
制
裁
が

懲
戒
解
雇
を
基
準
と
し
て
い
る
こ
と
等

に
照
ら
す
と
、
就
業
規
則
に
よ
つ
て
禁

止
さ
れ
る
の
は
会
社
の
秩
序
を
乱
し
、

労
務
の
提
供
に
支
障
を
来
た
す
お
そ
れ

の
あ
る
も
の
に
限
ら
れ
る
と
解
す
る
の

が
相
当
で
あ
る
。

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
に
、
債

務
者
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
就
労
時
間

は
午
前
八
時
か
ら
翌
日
午
前
二
時
ま
で

で
あ
り
、
勤
務
日
が
一
か
月
一
三
日
く

ら
い
で
そ
の
余
が
非
番
日
或
い
は
休
日

と
な
る
こ
と
、
債
権
者
の
ア
ル
バ
イ
ト

の
回
数
（
多
い
と
き
に
は
一
か
月
一
〇

回
以
上
）、
継
続
し
た
期
間
、
及
び
後

記
す
る
よ
う
に
連
絡
責
任
者
の
地
位
は

そ
れ
程
重
要
視
す
べ
き
で
な
い
と
し
て

も
、
債
権
者
か
ら
の
連
絡
に
よ
り
債
務

者
の
従
業
員
四
、
五
人
が
ア
ル
バ
イ
ト

に
行
く
よ
う
に
な
る
こ
と
（
予
め
定
め

ら
れ
た
順
に
従
つ
て
機
械
的
に
連
絡
し

て
い
た
と
は
認
め
難
い
。）、
タ
ク
シ
ー

乗
務
の
性
質
上
、
乗
務
前
の
休
養
が
要

請
さ
れ
る
こ
と
等
の
事
情
を
考
え
る
と
、

債
権
者
の
本
件
ア
ル
バ
イ
ト
（
連
絡
責

任
者
と
し
て
の
行
為
を
含
む
）
は
、
債

務
者
の
就
業
規
則
に
よ
り
禁
止
さ
れ
た

兼
業
に
該
当
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
。」
と
し
て
、
就
業
規
則
違
反

の
該
当
性
は
認
め
た
。

し
か
し
な
が
ら
、「
前
記
の
勤
務
及

び
ア
ル
バ
イ
ト
の
時
間
か
ら
み
て
、
ア

ル
バ
イ
ト
に
は
勤
務
の
後
に
十
分
に
休

養
で
き
な
い
ま
ま
行
く
こ
と
に
な
る
が
、

夕
方
に
は
終
了
す
る
か
ら
、
そ
の
夜
は

休
養
で
き
る
も
の
で
あ
つ
て
、
翌
日
が

勤
務
日
で
も
午
前
八
時
か
ら
の
就
労
に

備
え
る
こ
と
も
で
き
る
（
但
し
、
長
期

的
に
は
影
響
を
無
視
し
得
な
い
。）
こ

と
、
一
週
に
一
度
は
非
番
日
と
休
日
が

連
続
す
る
こ
と
、
債
務
者
に
お
い
て
は
、

相
当
数
の
従
業
員
が
輸
出
車
移
送
等
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が

原
因
で
現
実
に
労
務
提
供
に
支
障
が
生

じ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
は
な

い
こ
と
」、「
債
務
者
の
従
業
員
の
間
で

は
長
期
間
、
本
件
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
行

な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
課
長
、

班
長
な
ど
管
理
職
も
含
ま
れ
る
な
ど
、

課
長
以
下
の
従
業
員
の
間
で
は
半
ば
公

然
と
行
な
わ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
か

つ
、
債
務
者
で
は
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
指
導
注
意
が
な
さ
れ
て

い
な
か
つ
た
こ
と
」、「
従
つ
て
、
従
業

員
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
対
す
る
考
え
方
が

や
や
甘
く
な
る
よ
う
な
状
況
が
あ
つ
た

と
み
ら
れ
る
こ
と
、
債
権
者
は
会
社
に

知
ら
れ
て
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
つ
て

な
い
こ
と
、
債
務
者
の
就
業
規
則
に
は
、

兼
業
禁
止
違
反
は
懲
戒
解
雇
を
基
準
と

す
る
が
、
各
種
の
事
状
を
考
慮
し
て
決

定
す
る
旨
の
規
定
が
あ
り
、
懲
戒
に
は

他
に
解
雇
以
外
の
種
類
の
処
分
も
あ
る

こ
と
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
つ
て
い
た
他

の
従
業
員
に
対
す
る
懲
戒
処
分
の
内
容
、

並
び
に
債
務
者
は
債
権
者
の
勤
務
成
績

不
良
も
解
雇
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
主

張
し
、
債
権
者
の
運
賃
収
入
が
乗
務
員

の
下
位
で
あ
る
が
ア
ル
バ
イ
ト
と
勤
務

成
績
を
関
連
づ
け
る
疎
明
資
料
は
な
い

こ
と
等
の
事
情
を
綜
合
す
る
と
、
債
務

者
が
債
権
者
に
対
し
何
ら
の
指
導
注
意

を
し
な
い
ま
ま
直
ち
に
な
し
た
解
雇
は

（
懲
戒
解
雇
を
普
通
解
雇
に
し
た
と
し

て
も
）
余
り
に
過
酷
で
あ
り
、
解
雇
権

の
濫
用
と
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
と
認

め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」（
昭
和
五
九
・

一
二
・
一
八
広
島
地
裁
決
定
、
都
タ
ク

シ
ー
事
件
、
労
民
集
三
五
巻
六
号
六
四

四
頁
）
と
さ
れ
た
。

平
成
二
七
年
一
二
月
一
日
か
ら
年
一
回
の

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
が
、
常
時
五
〇
人

以
上
の
事
業
者
で
は
義
務
と
し
て
開
始
さ
れ

た
。
今
回
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
と
は

別
に
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
平

成
一
八
年
に
公
示
さ
れ
た
「
労
働
者
の
心
の

健
康
保
持
促
進
の
た
め
の
指
針
」
に
基
づ
く

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
対
策
と
し
て
、
労
働

者
個
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
早
期
発

見
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
有

効
手
段
と
し
て
メ
ン
タ
ル
質
問
票
等
が
利
用

さ
れ
て
き
た
。

こ
の
場
合
、
個
人
情
報

保
護
法
に
従
い
、
利
用
目

的
を
健
康
管
理
規
程
に
明

記
し
、
従
業
員
に
周
知
し
、

目
的
外
取
扱
い
の
制
限
や

安
全
管
理
措
置
等
を
定
め

て
実
施
し
て
き
て
い
る
。

今
回
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
に
お
い

て
は
、「
事
業
者
は
、
検
査
を
受
け
た
労
働
者

に
対
し
、
当
該
検
査
を
行
つ
た
医
師
等
か
ら

当
該
検
査
の
結
果
が
通
知
さ
れ
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
医
師
等
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
検
査
を

受
け
た
労
働
者
の
同
意
を
得
な
い
で
、
当
該

労
働
者
の
検
査
の
結
果
を
事
業
者
に
提
供
し

て
は
な
ら
な
い
。」（
同
条
第
二
項
）
と
さ
れ
、

こ
の
同
意
は
、「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実

施
前
ま
た
は
実
施
時
に
、
事
業
者
へ
の
結
果

提
供
に
関
す
る
労
働
者
の
同
意
を
取
得
し
て

は
な
ら
な
い
。」
と
さ
れ
、
結
果
通
知
後
に
同

意
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
同
意
は
、「
書
面
又
は
電
磁
的

記
録
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
安
衛

則
五
二
条
の
一
三
第
一
項
）
と
そ
の
方
法
も

限
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
個
人
情
報

保
護
法
の
よ
う
な
形
で
の
取
得
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
現
在
、
実
施
し
て
い
る
企
業
で

は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
状
況
把
握
の
た
め
の

質
問
票
等
も
こ
の
よ
う
な
厳
格
な
本
人
の
同

意
を
と
ら
な
い
取
得
は
違
法
と
な
る
の
か
と

い
う
問
題
が
あ
る
。

今
回
、
労
働
者
の
同
意
を
厳
格
に
し
た
の

は
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
が
罰
則
は
定

め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
行
政
上
の
事
業

者
に
対
す
る
法
的
義
務
づ
け
の
た
め
で
あ
る
。

従
来
の
安
衛
法
六
九
条
第
一
項
の
公
示
に
基

づ
く
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
、
事
業
者
の

任
意
の
も
の
で
、
法
的
強
制
力
の
な
い
も
の

で
あ
る
か
ら
、
事
業
者
と
労
働
者
の
間
の
私

法
上
の
取
扱
い
と
し
て
、
個
人
情
報
保
護
法

の
規
定
に
よ
っ
て
対
応
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
労
働

者
の
状
況
を
法
定
健
診
項
目
の
一
つ
で
あ
る

自
覚
症
状
及
び
他
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

（
安
衛
法
第
四
四
条
第
一
項
三
号
）
と
し
て

行
う
の
な
ら
ば
労
働
者
の
同
意
は
い
ら
な
い
。

「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
指
針
」
で
も
、「
事

業
者
は
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
及
び
法
第
六

六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
健
康
診
断
の
自

覚
症
状
及
び
他
覚
症
状
の
有
無
の
検
査
（
以

下
「
問
診
」
と
い
う
。）
を
同
時
に
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
事
業
者
は
、
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
の
調
査
票
及
び
健
康
診
断
の
問

診
票
（「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
筆

者
加
筆
）を
区
別
す
る
等
、
労
働
者
が
受
検
・

受
診
義
務
の
有
無
及
び
結
果
の
取
扱
い
が
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
よ
う
必

要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
す
る
。」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
み
て
も
、

両
者
の
違
い
は
明
か
で
あ
る
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
と

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
混
同

弁
護
士

安
西

�
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
後
の
農
業
支
援
・
競
争

力
強
化
策
を
聞
く

―
農
業
活
性
化
委
員
会企

画
部
会

政
府
は
10
月
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）
大
筋
合
意

を
受
け
て
、
11
月
25
日
に
農
業
分
野
の

支
援
・
競
争
力
強
化
策
を
含
む
「
総
合

的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
」
を
取
り

ま
と
め
た
。
そ
こ
で
経
団
連
は
2
日
、

東
京
・
大
手
町
の
経
団
連
会
館
で
農
業

活
性
化
委
員
会
企
画
部
会
（
川
面
克
行

部
会
長
）
を
開
催
し
、
農
林
水
産
省
幹

部
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
な
ら
び
に
上

記
大
綱
の
概
要
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
聞
い
た
。

冒
頭
、
佐
藤
速
水
大
臣
官
房
総
括
審

議
官
は
、「
農
業
改
革
は
待
っ
た
な
し

の
課
題
。
こ
れ
ま
で
の
施
策
に
大
綱
を

加
え
て
、
さ
ら
に
活
力
あ
る
強
い
農
業

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
輸
出
を
促
進

し
、
食
品
業
界
を
中
心
に
グ
ロ
ー
バ
ル

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
て
い
く
。

こ
の
点
で
経
済
界
と
の
連
携
が
重
要

だ
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
大
澤
誠
大
臣
官
房
総
括
審

議
官
（
国
際
）
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意

の
概
要
を
説
明
。
牛
肉
、
日
本
酒
、
和

食
調
味
料
等
で
の
相
手
国
の
関
税
撤
廃

に
加
え
て
、
小
売
・
流
通
で
の
外
資
規

制
緩
和
、
通
関
の
円
滑
化
等
に
よ
っ
て
、

総
合
的
に
わ
が
国
農
林
水
産
物
・
食
品

輸
出
を
促
進
で
き
る
と
説
明
し
た
。

具
体
策
に
つ
い
て
は
、
渡
邊
毅
大
臣

官
房
政
策
課
長
が
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
活
用

促
進
に
向
け
て
、
農
林
水
産
物
・
食
品

輸
出
の
戦
略
的
推
進
を
盛
り
込
み
、
目

標
と
し
て
『
2
0
2
0
年
の
農
林
水
産

物
・
食
品
の
輸
出
額
1
兆
円
目
標
の
前

倒
し
達
成
』
を
掲
げ
て
い
る
」
と
し
た

う
え
で
、
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
⑴

攻
め
の
農
林
水
産
業
へ
の
転
換
の
た
め

の
担
い
手
の
育
成
、
農
地
の
大
区
画
化
、

産
地
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
の
体
質
強
化

対
策
⑵
重
要
5
品
目
関
連
で
あ
る
経
営

安
定
・
安
定
供
給
の
た
め
の
備
え

を
盛
り
込
ん
だ
と
説
明
。
さ
ら
に
、
継

続
検
討
と
さ
れ
て
い
る
項
目
に
つ
い
て

は
、
来
年
秋
を
め
ど
に
政
策
の
具
体
的

内
容
を
詰
め
る
と
述
べ
た
。

ま
た
、
当
日
は
、「
産
地
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
促
進
」
に
関
す
る
農
地
の
大

区
画
化
に
つ
い
て
、
奥
原
正
明
経
営
局

長
が
農
地
中
間
管
理
機
構
の
取
り
組
み

の
現
状
を
概
説
し
た
。
奥
原
局
長
は
、

初
年
度
の
業
績
に
触
れ
た
う
え
で
、
今

後
、
同
機
構
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
の

方
策
と
し
て
、
同
機
構

が
地
域
農
業
の
デ
ベ
ロ

ッ
パ
ー
と
な
る
よ
う
な

体
制
の
整
備
、
税
制
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与

等
に
注
力
す
る
と
と
も

に
、
機
構
を
活
用
し
た

企
業
の
農
業
参
入
を
促

進
す
る
と
し
た
。

そ
の
後
の
懇
談
で
、

輸
出
拡
大
の
課
題
を
問

わ
れ
た
佐
藤
総
括
審
議

官
は
、「
動
植
物
検
疫
や

放
射
能
関
連
規
制
な
ど

が
課
題
と
し
て
残
っ
て

お
り
、
政
府
間
協
議
で

真
剣
に
突
破
し
て
い

く
」
と
答
え
た
。
ま
た
、

香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
お
け
る
新
し
い
農
薬

規
制
が
日
本
か
ら
の
輸

出
の
阻
害
要
因
と
な
り

か
ね
な
い
と
の
指
摘
に

対
し
、「
重
要
な
問
題

で
あ
り
、
各
省
で
連
携

し
て
し
っ
か
り
対
応
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。

（
出
所：

経
団
連
タ
イ

ム
ス
十
二
月
十
〇
日

号
）

経経
団団
連連
のの
活活
動動
・・
提提
言言
なな
どど

埼玉県県民活動総合センターからのご案内
埼玉県県民活動総合センターは、会議・研修や講演会、レクリエーションなどにご利用いただける研修室・会

議室（定員14～210名）をはじめ、小ホール（最大504名）やパソコン研修室、各種運動施設（体育館、テニスコ
ート、グラウンド）など、お客様の様々なご要望に応じた施設をご用意しています。
また、宿泊施設（28室・最大110名）もありますので、併設のコバトン食堂（レストラン）をあわせて合宿や

懇親会などにもご利用いただけます。
ぜひお気軽にご利用ください。

◆ 詳しくは下記ホームページをご覧ください ◆
URL http : //www.kenkatsu.or.jp

外観 宿泊室（洋室） セミナールーム

予約・問合せ：施設利用担当 048‐728‐7112（9：00～17：15）
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成成立立

一
二
月
一
日
〜
一
二
月
二
二
日

◆
一
二
・
一

第
一
〇
回
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
二

南
部
地
区
協
議
会

（
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン

タ
ー
）

◆
一
二
・
三

第
一
一
回
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
七

第
一
二
回
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
八

第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委

員
会
（
県
立
春
日
部
特
別
支
援

学
校
）

◆
一
二
・
九

第
一
三
回
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
一
〇

第
一
四
回
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
一
二
・
一
四

第
一
五
回
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
一
二
・
一
五

中
部
地
区
協
議

会
（
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
）

◆
一
二
・
二
一

第
三
回
人
事
労

務
委
員
会（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
二
二

第
四
回
地
域
社

会
問
題
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

★
第
十
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
月
十
八
日
㈪
一
四
時
〜

一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
各
位
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
ご
愛
読
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
さ
て
、
今
年
は
六
十
年
振
り
の
丙

申
（
ひ
の
え
さ
る
）
で
す
。

「
難
が
・
申
�
去
る
」
と
は
誰
も

が
願
う
こ
と
な
の
で
す
が
…
。

果
た
し
て
ど
の
様
な
一
年
に
な
る

の
か
？
が
、
多
分
予
測
と
は
い
え
気

に
な
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？丙

申
は
、『
過
去
に
努
力
し
て
き

た
こ
と
が
形
に
な
り
、
実
が
固
ま
っ

て
い
く
』
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
丙
申
（
ひ
の
え
さ

る
）
の
文
字
か
ら
の
推
測
ら
し
い
で

す
。過

去
に
頑
張
っ
た
事
が
実
を
結
ん

で
く
れ
た
ら
有
難
い
の
で
す
が
、
ど

う
も
本
年
は
そ
の
途
中
と
も
。
で
も

結
ん
で
く
れ
る
事
も
、
見
え
て
く
る
事
も
当

然
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
後
の
さ
ら

な
る
成
長
に
何
か
が
現
ら
わ
れ
た
り
も
。

で
は
い
く
つ
か
過
去
の
申
年
（
さ
る
）
の

過
去
の
事
実
を
少
し
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
六
十
年
前
の
丙
申
は
。﹇
1
9
5
6
年
﹈

・
神
武
景
気
と
言
わ
れ
た
時
期
で
す
。

・
経
済
白
書
に
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」

と
記
載
さ
れ
た
。

・
国
際
連
合
に
加
盟
。

・
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
ス
タ
ー
リ
ン
を
批
判
。

・
政
令
指
定
都
市
の
指
定
。

・
免
田
事
件
の
再
審
を
認
め
た
。

・「
太
陽
の
季
節
」
と
石
原
裕
次
郎
の
デ
ビ

ュ
ー
。

・
エ
ル
ヴ
ィ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
の
活
躍
。

▼
直
前
の
申
年
は
。﹇
2
0
1
4
年
﹈

・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
。

・
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣
開
始
。

・
岸
和
田
中
学
生
虐
待
事
件
。

・
松
戸
立
て
こ
も
り
事
件
。

・
宇
都
宮
立
て
こ
も
り
事
件
。

・
沖
縄
大
米
軍
ヘ
リ
墜
落
事

件
。

・
愛
知
豊
明
母
子
4
人
殺
人

放
火
事
件
。

・
栃
木
5
億
円
強
奪
事
件
。

・
新
潟
県
中
越
地
震
。

・
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
。

▼
今
年
の
日
本
で
考
え
ら
れ

る
主
な
こ
と

・
ス
ー
パ
ー
異
常
気
候
。
↓

Ｃ
Ｏ
2
問
題
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
、

原
発
再
開
、中
国
Ｐ
Ｍ
2
・

5
、
地
球
温
暖
化
。

・
消
費
税
↓
軽
減
税
率
の
導

入
、
外
食
の
扱
い
、
1
・

3
兆
円
の
財
源
問
題
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導

入
・
運
用
。

・
参
議
院
選
挙
の
動
向
↓
安

保
関
連
法
案
と
の
関
連
性
、
公
明
党
の
動

向
。

・
安
倍
政
権
の
動
向
↓
貧
富
差
の
動
向
、
社

会
保
障
制
度
（
医
療
・
介
護
）
の
今
後
。

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
動
向
。
な
ど
な
ど
。

▼
日
本
に
お
い
て
も
諸
々
な
問
題
が
山
積
さ

れ
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
こ
れ
ら
の
問
題

が
何
れ
国
民
個
々
人
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る

事
に
な
る
の
で
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
少
し

で
も
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
業
だ
よ
り

第209回

ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！
エッセイスト 和 宮 英 之

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

告

知

版

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門

―27―



内
容

ド
ラ
マ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
の
リ
ー
ガ
ル

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
語
る
「
真
実

を
語
ら
せ
る
、
検
事
の
取
調
べ

技
術
」

講
師

の
ぞ
み
総
合
法
律
事
務
所
弁
護

士
・
桐
蔭
法
科
大
学
院
教
授

熊
田
彰
英
氏

★
第
十
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
月
二
五
日
㈪
一
四
時
〜
一
六

時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

日
韓
は
歴
史
認
識
問
題
を
超
え

ら
れ
る
か

講
師

神
戸
大
学
大
学
院
国
際
協
力
研

究
科

教
授

木
村

幹
氏

★
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

日
時

一
月
二
七
日
㈬
一
四
時
〜
一
六

時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

二
一
世
紀
は
ア
フ
リ
カ
の
時
代

〜
長
期
的
成
長
が
期
待
で
き
る

サ
ブ
サ
ハ
ラ
諸
国
に
日
本
企
業

は
ど
う
取
り
組
む
べ
き
か

講
師

埼
玉
大
学
国
際
開
発
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー

教
授

飯
島

聰

氏

★
第
十
二
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時

二
月
一
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜

十
七
時

内
容

人
・
物
・
資
金
・
情
報
が
行
き

交
う
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ

躍
動
す

る
国
際
都
市

香
港

★
春
季
中
部
地
区
協
議
会

日
時

二
月
五
日
㈮
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

①
春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
経
営

側
の
基
本
姿
勢

②
�
シ
ル
ク
の
カ
タ
ク
ラ
�
で

培
っ
た
進
取
の
精
神

講
師

①
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事

賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平
田
武
氏

②
片
倉
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社

長

佐
野
公
哉
氏

★
春
季
西
部
地
区
協
議
会

日
時

二
月
八
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜

一
八
時

会
場

㈱
丸
広
百
貨
店

内
容

①
春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
経
営

側
の
基
本
姿
勢

②
外
需
時
代
の
日
本
産
業
と
中

小
企
業

講
師

①
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事

賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平
田
武
氏

②
埼
玉
大
学
大
学
院
人
文
社
会

科
学
研
究
科
教
授

加
藤
秀
雄

氏

★
春
季
南
部
地
区
協
議
会

日
時

二
月
一
二
日
㈮
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
リ

リ
ア

内
容

①
春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
経
営

側
の
基
本
姿
勢

②
人
材
育
成
の
鉄
則
〜
上
司
力

を
高
め
る
極
意

講
師

①
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事

賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平
田
武
氏

②
本
田
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
務

所
代
表
・
人
事
教
育
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト

本
田
有
明
氏

★
春
季
北
部
地
区
協
議
会

日
時

二
月
一
五
日
㈪
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

マ
ロ
ウ
ド
イ
ン
熊
谷

内
容

①
春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
経
営

側
の
基
本
姿
勢

②
聞
き
上
手
・
ほ
め
上
手
に
な

る
〜
短
時
間
で
信
頼
関
係
を
築

く
達
人
に
な
る

講
師

①
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事

賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平
田
武
氏

②
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト

ナ
ー
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー

チ
・
Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ

清
原
豪
士
氏

★
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

日
時

二
月
一
九
日
㈮
一
四
時
〜
一
六

時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

世
界
に
誇
る
日
本
の
文
化
財
建

造
物

講
師

㈱
小
西
美
術
工
藝
社
代
表
取
締

役
社
長

デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ア
ト

キ
ン
ソ
ン
氏

★
第
一
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

二
月
二
四
日
㈬
一
四
時
〜
一
六

時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

社
長
の
笑
顔
で
社
員
を
そ
し
て

会
社
を
い
っ
そ
う
輝
か
せ
ま

す
！

講
師

ス
マ
イ
ル
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

た
き
れ
い
こ
氏

★
第
一
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

三
月
三
日
㈭
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

奇
跡
の
職
場
〜
新
幹
線
清
掃
チ

ー
ム
の
�
働
く
誇
り
�

講
師

合
同
会
社
お
も
て
な
し
創
造
カ

ン
パ
ニ
ー
代
表

矢
部
輝
夫
氏

★
第
二
九
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流

の
集
い

日
時

三
月
八
日
㈫
九
時
三
〇
分
〜
一

七
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

基
調
講
演
・
事
例
発
表
・
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
グ
ル

ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

講
師
【
基
調
講
演
】

元
ラ
グ
ビ
ー
男
子
日
本
代
表
メ

ン
タ
ル
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